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概 要 

【目的】 

本事業の目的は、診療室及び介護保険施設等における実地見学研修、デジタル技工のスキルアッ

プ研修、さらに患者や歯科医療スタッフとのコミュニケーションを円滑にするためのロールプレイ

研修を実施することで、若手歯科技工士が職場での立ち位置を確保し、歯科医療チームの一員とし

て長きにわたって誇りとやりがいを感じながら勤務することができるようにし、離職防止及び人材

確保につなげることであった。 

【事業内容】 

「①全部床義歯の診療見学と技工技術研修」においては、全部床義歯の咬合採得とゴシックアー

チ描記の見学、およびゴシックアーチ描記装置製作の技工技術研修を行った。「②介護保健施設等

における歯科訪問診療の実地見学」においては、介護保険施設等で行う歯科訪問診療に同行し、要

介護高齢者への歯科治療や口腔内クリーニングを見学した。「③明倫デジタル技工カレッジ」にお

いては、口腔内スキャナーの構造や使用方法を学び、患者を想定したマネキンの口腔内を光学印象

し、そのデータで歯科技工装置を設計した。また CAD で得られた STL データでミリングした装置を

マネキンに試適し、その適合精度を観察した。さらに、臨床的にデジタル歯科技工を積極的に活用

している歯科技工士を講師として招き、現場の活用事例や応用について特別講演を実施した。「④ 

歯科技工士のためのチェアーサイド研修」においては、感染対策・医療安全の基礎知識と診療室内

での立ち会いの所作、歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修、歯科医師との対等なコミュ

ニケーション法について研修を行った。また、令和 6 年度に新たに実施した研修内容を映像に編集

し、令和 2 年度から整備してきた E-learning コンテンツに追加して、これまでのコンテンツとと

もにオンデマンドで視聴できるようにした。 

【評価方法】 

本研修を受講したことで、歯科技工士の仕事に対するやりがいが実感されたかどうかを評価する

ために、研修前・研修後においてやりがいに関わる要素を含むアンケートを実施した。また、研修

内での発言やアンケートからの受講者の率直な感想や意見を評価の対象とした。 

【評価】 

研修後アンケートの結果、全員が「歯科技工士に対する新たなやりがいを見出した。」と回答した。

また、9 割以上の受講者が「本研修での経験と得られた知識は明日からの仕事に役立つ。」と答えた。

さらに、ほぼ全ての受講者が今回のプログラムを「同僚や知人の歯科技工士にも勧めたい。」と回答

しており、本研修プログラムが受講者にとって有益だと感じられる研修だったことが示唆された。 

全部床義歯の診療見学と技工技術研修では、受講者に対し、義歯が実際に患者の口腔内で機能し

ている様子を間近で見せることで、歯科技工が歯科医療に貢献していることを実感させることがで

きた。また、介護保健施設等における歯科訪問診療の実地見学では、受講者に要介護高齢者への歯

科補綴診療や、肺炎予防のための口腔内クリーニングを見せることで、高齢者の歯科治療に関する

理解を深めることができた。 

明倫デジタル技工カレッジでは、口腔内スキャナーの使用方法やミリングした装置の適合精度の

観察、デジタル技工に関する特別講演を通し、受講生に対して歯科技工士の新たな技術や働き方に

ついて考える機会を提供することができた。歯科技工士のためのチェアーサイド研修においては、

医療安全や感染対策、歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修を通し、歯科医療チームの一

員としてチェアーサイドで役立つ知識と技術を提供することができた。 

E-learning コンテンツを追加整備したことにより、多忙な歯科技工士がいつでもどこでも受講で

きる環境を整えることができた。E-learning システムというクローズドな視聴環境ながらも、受講

生の興味や学習意欲により、多くのコンテンツが視聴されており、本 E-learning による研修が、受

講者にとって今後の歯科技工士としての業務に役立つものと考えられた。 

以上の結果より、受講者全体の総評としては、「本研修を有益と感じただけでなく、研修プログラ

ムでの体験を通じて歯科技工士という仕事に対する新たなやりがいを見出した。」であったと結論づ

けることができる。このことは、本事業が、職業的モチベーションが低下している歯科技工士に対

しても、「歯科技工士が社会的貢献度の高い医療専門職であるというモチベーション醸成」効果を生

むことを示唆するものと思われる。 



１．事業内容及び成果 

 

１）目 的 

本事業は、診療室及び介護保険施設等における実地見学研修、デジタル技工のスキル  

アップ研修、さらに患者や歯科医療スタッフとのコミュニケーションを円滑にするための

ロールプレイ研修を実施することで、若手歯科技工士が職場での立ち位置を確保するとと

もに、歯科医療チームの一員として長きにわたって誇りとやりがいを感じながら勤務する

ことができるようにし、離職防止及び人材確保につなげることを目的として実施した。 

 

 

２）実施体制 

本事業の実施にあたり、令和 6 年 5 月 10 日付け厚生労働省通知「歯科技工士の人材確保

対策事業実施要綱」に基づき、運営協議会を設置した。その下に新潟県における実行委員会

を置き、研修を行う歯科技工士学科（外部講師を含む）及び歯科衛生士学科、歯科臨床現場

の研修先となる明倫短期大学附属歯科診療所および介護保険施設をもって構成した。なお、

運営協議会については、日本歯科医師会、日本歯科技工士会、全国歯科技工士教育協議会、

新潟県歯科医師会、新潟県歯科技工士会の各代表者、実行委員会については新潟県歯科医師

会及び新潟県歯科技工士会の各代表者を委員として参加協力をいただいた。 
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実施体制 

統括 

明倫短期大学 

学長(宮﨑) 

・事業の統括 

 

運営協議会 

・研修プログラムの作成、決定  ・研修効果の検証、事業評価 

 

実行委員会 

・研修プログラムの実施  ・研修効果の測定 

 

計画・管理部門 

明倫短期大学 

事務局長、学科長、専攻科長、 

教務・学生部長、診療所長 

・事業の計画、管理 

・研修プログラムの立案 

 

 

 

広報部門 運営部門 経理部門 

明倫短期大学 

大学事務局総務課 

・フライヤーの制作、発行 

・HP、SNS による情報発信 

・プレスリリース 

明倫短期大学 

大学事務局教務課 

・運営協議会の調整、開催 

・講師依頼 

・附属施設等への協力依頼 

・受講者との事務連絡 

・旅費、謝金等経費の申請 

明倫短期大学 

大学事務局経理課 

・補助金の会計処理 

・経費内訳書の作成 

・旅費、謝金等経費の支払 

・収支決算書の作成 

※本事業に携わる本学教職員は全て兼務者である。 

 

 

 

 

 

 

明倫短期大学附属歯科診療所 

診療所長 

・歯科臨床の研修受入れ（木暮） 

・歯科補綴治療（田中） 

 

明倫短期大学歯科衛生士学科 

学科代表（江川） 

・歯科技工士のための 

チェアーサイド研修 

 

明倫短期大学歯科技工士学科 

・咬合採得とゴシックアーチの診

療見学と技工技術研修 (田中・

飛田) 

・介護保険施設等における歯科訪

問診療の実地見学(田中・江川) 

・明倫デジタルカレッジ ver.2024 

(飛田・植木) 

・歯科技工士のためのチェアー  

サイド研修（飛田・田中） 

・E-learning コンテンツの整備・

公開（田中・飛田・専任指導員） 
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運営協議会・実行委員会 

 

①運営協議会 

No. 区分 所属 担当 

1 委員長 明倫短期大学 学長(歯科医師) 

2 委員 日本歯科医師会 会長（代表者） 

3 日本歯科技工士会 会長（代表者） 

4 全国歯科技工士教育協議会 会長（代表者） 

5 新潟県歯科医師会 新潟県歯科医師会長 

6 新潟県歯科技工士会 新潟県歯科技工士会長 

7 庶務 明倫短期大学 事務局長 

8 オブザーバー 厚生労働省 医政局歯科保健課（代表者） 

 

②実行委員会 

No. 区分 所属 担当 

1 委員長 明倫短期大学 学長(歯科医師) 

2 委員 明倫短期大学 歯科技工士学科長(歯科医師) 

3 教務部長(歯科技工士) 

4 学生部長 

5 歯科衛生士学科代表 (歯科衛生士) 

6 専任研修指導者(歯科医師) 

7 明倫短期大学附属歯科診療所 診療所長(歯科医師) 

8 新潟県歯科医師会 新潟県歯科医師会長 

9 新潟県歯科医師会 新潟県歯科医師会員（若干名） 

10 新潟県歯科技工士会 新潟県歯科技工士会長 

11 庶務 明倫短期大学 事務局長 
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令和 6年度事業実施スケジュール 

月 内容 

4 月～5 月

上旬 

実行委員会及び運営協議会委員委嘱、決定 

講師依頼、日程調整、準備開始 

6 月上旬 

～ 

診療見学の患者選定と同意取得、歯科補綴に関するコンサルテーション研修打

合せ、介護保険施設の同意取得、広報活動（歯科医師会、歯科技工士会、大手歯

科技工所）、受講者募集開始 

6 月上旬 

7 月 

 

 

 

 

 

8 月 

 

 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

 1 月～ 

 

事業の専用 HP開設 

第 1 回実行委員会、運営協議会 研修プログラムおよび事業評価方法の決定 

事業開始 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業終了 

第 2 回実行委員会、運営協議会 研修効果の検証および事業評価 

事業報告書作成 

3月 事業報告書の提出、HP等において公表 

◆E-learning 

映像配信 

R2～R5 

コンテンツ 

ブラッシュア

ップ配信 

 

R6 、

完成次第追加 

 

 

◆歯科技工士のための 

チェアーサイド研修 

①歯科技工士が知るべき 

医療安全・感染対策講座 
〔10 月 20 日(日)PM〕 

 

②チェアーサイドにおけ

る立ち合いの所作 

〔11 月 17 日(日)AM〕 

 

③歯科補綴装置に関する

コンサルテーション研修 
〔11 月 17 日(日)PM〕 

 

④歯科医師とのコミュニ

ケーション研修 
〔12 月 1 日(日)PM〕 

 

◆歯科訪問診療 

実地見学 
 

受講者と日程調整

の上、随時実施 
  (1 回 2 時間程度) 

※火曜または水曜 

午後実施 

 

◆明倫デジタル技工 

カレッジ ver.2024 

①口腔内スキャナー＆ 
光学印象 CAD コース 

〔9 月 1 日(日)AM〕 

 

 

 

 

 

 

明倫デジタル技工 

カレッジ ver.2024 

〔10 月 20 日(日)AM〕 

 

◆明倫デジタル技工 

カレッジ ver.2024 
② CAM＆フィッティング  

コース〔11 月 10 日(日)AM〕 

 

 

 

 

 

 

◆明倫デジタル技工 

カレッジ ver.2024 
② CAM＆フィッティング 

コース〔9 月 29 日(日)AM〕 

 

 

 

 

 

 

◆明倫デジタル技工カレッジ 

ver.2024 特別講演 
   〔1 月 12 日(日)AM〕 

特別講演〔11 月初旬〕 

 

 

 

 

 

 

◆咬合採得・ GoA 

見学と技工研修 

･咬合採得見学 

/技工実習   
〔11 月 9 日(土)PM〕 
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３）広報活動 

本事業に関するフライヤー（別添資料１）を製作・発行し、日本歯科医師会及び日本歯科

技工士会、全国歯科技工士教育協議会の協力のもと、歯科医院や歯科技工所に勤める若手歯

科技工士の参加を募集した。また、本学 HP や SNS を利用し、広く情報発信を行った。な

お、研修期間における参加者用の宿泊施設として、本学国際技術交流会館の宿泊施設利用を

可能とし、広報の際に情報提供を行った。 

 

４）参加者の概要 

（１−１）参加申込者数（実地研修） 

プログラム名 申込者数 

①全部床義歯の診療見学と 

技工技術研修 
 7 

②介護保険施設等における 

歯科訪問診療の実地見学 
 10 

③明倫デジタル技工カレッジ 

第 1クール 
第 1回 10 

第 2回 9 

第 2クール 
第 1回 9 

第 2回 9 

特別講演 56 

④歯科技工士のための 

チェアーサイド研修 

第 1回 2 

第 2回 6 

第 3回 34 

第 4回 6 

実地研修申込者数（延べ人数）： 158 名 
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（１−２）参加申込者数（E-learning） 

区分 プログラム名 申込者数 

Ｒ２ 診療室における全部床義歯治療の見学と歯科技工装置の製作 81 

デジタルワークフロー（CAD/CAM システム）体験実習 84 

訪問歯科診療の見学と歯科技工装置の製作 81 

Ｒ３ 部分床義歯の治療見学と歯科技工装置の製作 81 

患者に喜ばれる臨床技工テクニック研修 84 

歯科チーム医療コミュニケーション研修 80 

Ｒ４ リモートワークによるデジタル技工の基礎研修 82 

Ｒ５ リライニングの診療見学と技工技術研修 82 

明倫デジタル技工カレッジ 2023 87 

Ｒ６ 全部床義歯の診療見学と技工技術研修 80 

明倫デジタル技工カレッジ 2024 82 

明倫デジタル技工カレッジ特別講演 82 

歯科技工士による歯科補綴装置に関するコンサルテーションのメリット 82 

E-learning申込者数（延べ人数）： 1,068 名 

 

（２）参加申込者居住地 

①実地研修申込者居住地 

都道府県名 人数 都道府県名 人数 都道府県名 人数 

山形県 3 埼玉県 1 東京都 1 

福島県 1 千葉県 1 新潟県 63 

群馬県 1 

 

②E-learning申込者居住地 

都道府県名 人数 都道府県名 人数 都道府県名 人数 

北海道 1 東京都 5 香川県 2 

山形県 1 新潟県 55 徳島県 1 

茨城県 1 愛知県 2 福岡県 4 

栃木県 2 三重県 1 熊本県 1 

群馬県 1 大阪府 2 鹿児島県 1 

埼玉県 3 兵庫県 2 

千葉県 3 山口県 1 
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 実地研修、E-learning ともに新潟県内からの申込者が多かったが、新潟県外からの申し

込みも複数あった。居住地域に限らず、研修プログラムの内容により、参加意欲をある程度

高めることができたと考えられる。 

 

５）研修の実施内容 

明倫短期大学において、4つの実地研修（①全部床義歯の診療見学と技工技術研修、②介護

保健施設等における歯科訪問診療の実地見学、③デジタル技工カレッジ、③歯科技工士のた

めのチェアーサイド研修）及び E-learning による研修を実施した。 

 

① 全部床義歯の診療見学と技工技術研修（於：明倫短期大学） 

歯科技工士が実際にみる機会が少ない上下全部床義歯の咬合採得とゴシックアーチ描記

の実地見学研修を行う。歯科技工士が製作した咬合床を歯科医師がどのように調整し、どの

ようにして無歯顎者の顎間関係を記録するのかを間近でみてもらい、咬合床の使途を理解

した上でその重要性を再認識してもらう。またゴシックアーチ描記を実際に見ることで水

平的顎位決定の意味と無歯顎者の顎位決定の繊細さを実感してもらう。さらに技工研修に

おいて、ゴシックアーチトレーサーの製作法を学び、上下の顎間関係と下顎位について理解

を深めてもらう。 

回 日程(令和 6 年) 内容 参加者数 

第１回 11月 9 日(土) 

13:30～16:00 

咬合採得・GoA 描記の診療見学と GoA トレーサ

ーの技工技術研修 

・診療見学：全部床義歯の咬合採得・ゴシックア

ーチ（GoA）描記の見学 

・実習：ゴシックアーチ（GoA）描記の製作 

7名 

 

② 介護保険施設等における歯科訪問診療の実地見学（於：介護保険施設） 

介護保険施設等の訪問歯科診療に同行して要介護高齢者に対する歯科補綴診療や肺炎予

防のための口腔内クリーニングを見学し、超高齢社会で求められている歯科医療の実際を

知る。歯科訪問診療における歯科技工士の立ち位置や職域拡大の可能性について考え、歯科

技工士の仕事の重要性と将来性に気づく。 

日程(令和 6 年) 内容 参加者数 

随時 ・介護保険施設における要介護高齢者への歯科治療およ

び口腔内クリーニングの見学 

10名 

(延べ人数) 

 

③ 明倫デジタル技工カレッジ（於：明倫短期大学） 

口腔内スキャナーによる光学印象＆CADコースと、 CAM＆フィッティングコースの 2 コー

スを設定する。口腔内スキャナーによる光学印象＆CADコースでは、口腔内スキャナーの構
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造や使用方法を学び、患者を想定したマネキンの口腔内を光学印象し、そのデータで歯科技

工装置を設計する。CAM＆フィッティングコースでは、CAD で得られた STL データでミリン

グした装置をマネキンに試適し、その適合精度を観察する。また臨床的にデジタル歯科技工

を積極的に活用している歯科技工士を講師として招き、現場の活用事例や応用について特

別講演会を開催する。 

【第 1クール】 

回 日程(令和 6 年) 内容 参加者数 

第１回 9月 1日(日) 

9:00～12:40 

口腔内スキャナーによる光学印象＆CADコース 

・実習①：コースの説明（iosの説明と研修の内

容）、口腔内スキャナーによるスキャ

ニング体験 

・実習②：CAD/CAMインレーの設計 

・講演：義歯デジタル化のメリットと臨床応用

のポイント 

10名 

第２回 9月 29 日(日) 

9:00～12:20 

CAM&フィッティングコース 

・実習：コースの説明（適合度の確認方法） 

    ミリング後の調整〜フィットチェッカ

ーによる適合試験、測定と観察 

・講演：IOS 技工のポイントとモデルレス時代に

向けて精度追及への取り組み 

7名 

 

【第 2クール】 

回 日程(令和 6 年) 内容 参加者数 

第１回 10月 20日(日) 

9:00～12:40 

口腔内スキャナーによる光学印象＆CADコース 

・実習①：コースの説明（iosの説明と研修の内

容）、口腔内スキャナーによるスキャ

ニング体験 

・実習②：CAD/CAMインレーの設計 

・講演：義歯デジタル化のメリットと臨床応用

のポイント 

8名 

第２回 11月 10日(日) 

9:00～12:20 

CAM&フィッティングコース 

・実習：コースの説明（適合度の確認方法） 

    ミリング後の調整〜フィットチェッカ

ーによる適合試験、測定と観察 

・講演：IOS 技工のポイントとモデルレス時代に

向けて精度追及への取り組み 

7名 
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【特別講演】 

日程(令和 7 年) 内容 参加者数 

1月 12日(日) 

10:00～13:00 

明倫デジタル技工カレッジ特別講演 

・「私の考える歯科技工業とデジタル化の本質」 

56名 

 

④ 歯科技工士のためのチェアーサイド研修（於：明倫短期大学） 

歯科技工士が歯科診療室に出向いた際に戸惑わなくてもよいように感染対策・医療安全

の基礎知識と診療室内での立ち会いの所作を研修し、また患者や歯科医師とのコミュニケ

ーションを実習やロールプレイングを通して修得する。 

回 日程(令和 6 年) 内容 参加者数 

第１回 10月 20日(日) 

13:30～15:40 

歯科技工士が知るべき医療安全・感染対策講座 

・講義 1：医療人としての基礎知識、感染症・医

療事故について 

・講義 2：歯科技工士に必要な感染予防対策の知

識 

・講義 3：医療人としての身だしなみ、正しい感

染予防対策 

・演習：手指消毒法、個人用防護具の着脱法 

2名 

第２回 11月 17日(日) 

9:30～12:00 

チェアーサイドにおける立ち合いの所作 

・講義…歯科診療室の基礎知識、歯科用ユニッ

トの構造、患者の基本姿勢 

・実習 1…歯科用ユニットの操作方法・患者誘

導、ロールプレイング 

・実習 2…小児・高齢者・障がい者に対する対応、

車椅子操作方法 

5名 

第３回 11月 17日(日) 

13:30～16:20 

歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修 

・講義…人を笑顔にできる仕事、歯科医療にお

けるコーディネーターとは、コンサルテーシ

ョン導入ステップ、院内歯科技工士としての

関わり、歯科補綴コンサルテーションの実際、

ロールプレイング、まとめ 

31名 

第４回 12月 1 日(日) 

13:30～16:00 

歯科医師とのコミュニケーション研修 

・講義 1：円滑なコミュニケーションとは 

（アサーションとは）、レントゲン写真読影入門 

・グループワーク、ディスカッション 

8名 
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⑤ E-learning システムによるオンデマンド型映像研修 

本研修は、明倫短期大学への移動やスケジュール調整が困難な参加者が、E-learning 学

習支援システムを用いて時間と場所にとらわれることなく、働きながらでも自分のペース

で、研修を受講できるようにする。コンテンツは、令和 2年度から 5年度に実施した内容に

適宜ブラッシュアップを加え、令和 6 年度に新たに追加する内容を映像化し、随時開講す

る。さらに全国の歯科技工士養成校の講義や実習に取り入れられるように整備し、提供して

いく。 

 

＜E-learningコンテンツの作成・公開＞ 

 E-learningの教材用として、「全部床義歯の診療見学と技工技術研修」、「明倫デジタル技工

カレッジ 2024・特別講演」、「歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修」の動画を制

作し、実地研修終了後、E-learning システムにアップロードした。令和 2 年度コンテンツ

「診療室における全部床義歯治療の見学と歯科技工装置の製作」、「デジタルワークフロー

（CAD/CAM システム）体験実習」、「訪問歯科診療の見学と歯科技工装置の製作」、令和 3 年

度コンテンツ「部分床義歯の治療見学と歯科技工装置の製作」、「患者に喜ばれる臨床技工テ

クニック研修」、「歯科チーム医療コミュニケーション研修」、令和 4年度コンテンツ「リモ

ートワークによるデジタル技工の基礎研修」、令和 5年度コンテンツ「リライニングの診療

見学と技工技術研修」、「明倫デジタル技工カレッジ 2023」については、令和 6 年 4 月より

随時受講可としており、受講生はオンデマンド方式により、希望する各年度の動画コンテン

ツを適宜視聴した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10



＜E-learning受講状況＞    ※令和 6年 4月 1日～令和 7 年 3 月 7日現在の視聴回数 

区

分 

プログラム名 コンテンツ数 視聴回数 

R2 

診療室における全部床義歯治療の見学と 

技工装置の製作 
19 182 

デジタルワークフロー（CAD/CAMシステム） 

体験実習 
8 31 

訪問歯科診療の見学と歯科技工装置の製

作 
11 25 

R3 

部分床義歯の治療見学と歯科技工装置の 

製作 
9 36 

患者に喜ばれる臨床技工テクニック研修 10 23 

歯科チーム医療コミュニケーション研修 12 87 

R4 
リモートワークによるデジタル技工の 

基礎研修 
2 12 

R5 

リライニングの診療見学と技工技術研修 3 25 

明倫デジタル技工カレッジ 2023 3 47 

R6 

全部床義歯の診療見学と技工技術研修 3 58 

明倫デジタル技工カレッジ 2024 2 86 

明倫デジタル技工カレッジ 2024 特別講演 1 80 

歯科技工士による歯科補綴装置に関する 

コンサルテーションのメリット 
1 55 

合計 84 747 

 

６）アンケート結果 

（１）受講者の概要 

研修前アンケートに回答した受講者の属性を図１、２に示す。男性 62.5％、女性 37.5％

で、年代は 20代が 31.1％、30 代が 20.0％と、歯科技工士免許を取得してから 10 年以内

と考えられる若い歯科技工士が約 5割を占めていた。また、就業年数 5 年未満の者が 55.6％

（図３）に対し、5年～10年未満の者が 13.3％、10 年以上の者が 31.1％おり、若手だけで

なくベテランの歯科技工士の参加も目立った。就業場所は歯科技工所が 35.6％、歯科診療

所が 26.7％、歯科技工士養成機関が 22.2％であった（図４）。また現在歯科技工士として働

11



いている者が 26 名と最も多かった。（図５）。 

n=48 
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（２）研修前アンケートの結果 

プログラムを知ったきっかけは「その他」が 19件、「勤務先の紹介」が 18件と多かった

（問１）。「その他」の詳細としては、SNS や研修プログラム講師からの紹介が挙げられる。

プログラムを受講した動機は、「これまで経験したことのない技術を体験したかったから」

が 18件と最も多く、新たな技術への興味が主な動機の 1つとして挙げられている（問２）。

また、「無料だったから」が 13件であり、受講料が無く気軽に参加できたことも動機として

挙げられている。 

職業として歯科技工士を選んだ理由としては、「物づくりが好きだから」が 24件で最も多

く、次いで「国家資格の取得」が 20件であった（問５）。また、歯科技工士が「医療職」で

あるからという理由が 11件であり、今回の受講者のうち一定数が、歯科技工士を医療職と

して捉え、職業選択をしていることが分かった。 
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現在行っている業務内容は様々であるが、有床義歯とクラウン・ブリッジが共に 20件で

あり、患者の口腔内に直接装着される技工物の製作に携わっている受講者が多く見られた

（問８）。デジタル歯科技工については、全体の 7割ほどの勤務先に CAD/CAM の機器が備え

付けられており（問 12）、9 割近くの受講者が興味を持っていたことから（問 13）、デジタ

ル歯科技工が普及していることがうかがえた。また、デジタル歯科技工が負担軽減に貢献し

ているかどうかについては、「そう思う」と答えたものが 8 割以上であった（問 14）。歯科

医師や歯科衛生士と連携することの必要性については、受講者全員が連携の必要性を認識

していた（問 16）。一般の歯科診療や訪問歯科診療への立ち合いについては、92.9％が経験

していた一方で、7.1％の受講者が実際の歯科の臨床に立ち会ったことがないと回答した

（問 17）。 
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（３）研修後アンケートの結果 

受講者が本研修を受けたことがきっかけで、歯科技工士という仕事に対するやりがいを

見出したかどうかを調べるため、全てのコースプログラムに対して研修後のアンケートの

中に共通の３つの問いを設けた。研修後アンケートに回答した受講者の回答内容を集計し

た結果、「問１．歯科技工士に対する新たなやりがいを見出しましたか」、に対し、ほぼ

全ての受講者が新たなやりがいを見出したことが明らかになった。「問2．今日の経験と

得られた知識は、明日からの仕事に役立ちますか」に対しても、ほぼ全ての受講者が受講

した内容が直近の仕事に役立つと答えた。また、「問3．このプログラムを同僚や知人の

歯科技工士にも勧めたいと思いますか」に対しても、ほぼ全ての受講者がポジティブな回

答をする結果となった。 
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実地研修・E-learning 研修後アンケート回答者 48名 
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７）事業の検証 

（１）評価方法 

本研修事業は、診療室における実地見学研修、デジタル技工のスキルアップ研修、さらに

患者や歯科医療スタッフとのコミュニケーションを円滑にするためのロールプレイ研修を

実施することで、若手歯科技工士が職場での立ち位置を確保し、歯科医療チームの一員とし

て長きにわたって誇りとやりがいを感じながら勤務することができるようにすることが目

的である。研修プログラムの前後でやりがいがどのように変化したかを評価するために、や

りがいに関わる要素を含むアンケート調査を踏まえて評価を行った。 

 

（２）評 価 

まず、仕事に対する自負ややりがいが研修プログラムの前後でどのように変化したかを

アンケートで調べた。具体的には、研修前アンケートで、「歯科技工士は歯科治療に関わ

る大切な職種だと思いますか」（研修前アンケート結果の項＝17ページの問15＝を参照）

という問いを設けたが、全ての受講者が、歯科技工士は歯科治療に関わる大切な職種であ

ること認識していた。このことから、この度の研修に参加した受講者が、歯科技工士とい

う仕事に対して一定の自負を持っていると考えられた。 

続いて、研修後に歯科技工士という仕事に対するやりがいが増したか等を調べるため、

「問１．歯科技工士に対する新たなやりがいを見出しましたか」、「問 2．今日の経験と得ら

れた知識は、明日からの仕事に役立ちますか」、「問 3．今日のプログラムを同僚や知人の歯

科技工士にも勧めたいと思いますか」）の問を設けた（前頁グラフを参照）。 

問 1 に関しては、ほぼ全員が新たなやりがいを見出した、もしくは少し見出したと答え

た。問 2 に関しても、ほぼ全員が今回の研修が今後の仕事に役立つと答えた。また、問 3で、

研修が有益だと感じたかどうかを問うと、ほぼ全ての受講者が今回のプログラムを知人に

紹介したいと答えており、本研修プログラムが受講者にとって有益と感じられる研修だっ

たことが示された。 

続いて日常的に臨床に立ち会う機会の有無によって、研修後の新たなやりがいの創出に

違いがあるかどうかを調べた。我々は本事業を立案する時点で、歯科診療に立ち会ったこ

とがない歯科技工士は、歯科技工物が患者の口腔内で機能している現場を見ることで大き

な感銘を受けるものと予想した。アンケートでは、臨床に立ち会った経験の有無によりや

りがいの創出に違いは認められず、大多数の受講者が一様に仕事に対するやりがいを見出

していた。 

また、E-learning の動画コンテンツの視聴回数について調べたところ、令和 6 年 4 月 1

日～令和 7 年 3 月 7 日の期間で合計 747 回となっており、受講生 1 人あたり平均で約 8 コ

ンテンツを視聴している。また、令和 2 年の E-learning開講から令和 7年 3月 7日までの

期間で調べたところ、4,003回という結果となっており、E-learningシステムというクロー

ズドな視聴環境ながらも、受講生の興味や学習意欲により、多くのコンテンツが視聴されて

20



いることが分かった。令和 2年度から積み上げたコンテンツの数は合計で 84となり、多様

な研修内容を受講生に提供している。これらのことからも、本 E-learning による研修が、

受講者にとって今後の歯科技工士としての業務に役立つものと考えられる。 

今回の事業では、デジタル技工に関して研修プログラムのコースを2つ設定し、ベーシ

ックコースでは口腔内スキャナーによる光学印象を体験し、口腔内スキャナーとラボスキ

ャナーの各データをもとにCAD/CAMインレーの設計技術の向上を目指した。アドバンスコ

ースでは、ベーシックコースで製作したCADデータをもとにインレーをミリングし、各ス

キャン方法によってミリングの精度に違いが現れるのかについて簡単な計測で体感するこ

とを目的とした。実地研修受講者からは、「デジタル化をすすめる（とり入れる）のをた

めらっていたが、方向性が見えました。」、「ルーティンワークのみでは学ぶことのでき

ないことを学ぶとても良い機会になりました。自分自身が携わった補綴物がどのようにセ

ットされ予後なども知れて良い機会になりました。」、等の感想が寄せられた。また、歯

科技工業界において先進的にデジタル化に取り組む歯科技工士を外部講師として実施した

特別講演の研修後アンケートでは、「私は入社3年目、アナログで義歯を製作しております

が、非常に興味深い面白い講演でした。マインドの面はとても参考になりましたので、挫

けることがないように今後に活かしたいと思います。」、「デジタルを仕事としてやって

いくには、やはり基礎的な技工技術が大切だとあらためて認識しました。カービングやワ

ックスアップなど、手を動かして形を学ぶことで経験を積んでいくことを、これからも忘

れずに日々を過ごしていきたいと思います。」、等の感想が寄せられた。これらのことか

ら、デジタル技工の体験や、先進的な技工技術について学ぶことで、今後の業務に活かし

たいというモチベーションの向上に繋がったと考えられる。 

歯科技工士のためのチェアーサイド研修においては、感染対策・医療安全の基礎知識と

診療室内での立ち合いの所作、歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修、歯科医師

との対等なコミュニケーション法について研修を行なった。今年度新たに実施した歯科補

綴装置に関するコンサルテーション研修では、院内歯科技工士として積極的にコンサルテ

ーションを実践している外部講師を迎え、講演を行なった。研修後アンケートでは、「歯

科技工士の新たな道について考えさせられました。」、「自分のやりたいことの目標が見

つかった。もっと勉強頑張りたい。コミュニケーション力をつけることをしていきた

い。」、等の意見が寄せられた。研修を受けたことで今後の歯科技工士の可能性について

考える契機となり、新たな目標が見出されたと考えられる。 

以上の結果から、今回の研修の受講者は歯科技工士という仕事に対し、一定の自負を持っ

ていると想定される集団であり、研修プログラムでの体験を通じて歯科技工士という仕事

に対する新たなやりがいを見出したと考えられた。研修を受けることを有意義に感じ、今後

の仕事に役立つ、他の人にもこの研修の受講を薦めたいと思っていることから、技工士の技

量の向上に資し、本人のみならず受講者周囲の向上心を育てて人材確保に有用であると考

えられる。 
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２．研修プログラムの成果 

 

１）全部床義歯の咬合採得・ゴシックアーチ描記の診療見学とゴシックアーチ描記装置製

作の技工技術研修 

担当：田中(歯科医師、教員)、飛田(歯科技工士、教員)、 

   竹部（歯科技工士、教員） 

（１）目 的 

上下全部床義歯患者の咬合採得は、教科書等で学ぶだけでは理解しにくい診療ステップ

の１つである。無歯顎患者は歯をすべて喪失しているため、元々の歯列が口腔という 3 次

元空間のどこに存在していたのかがわからなくなっている。したがって歯科医師は、歯科

技工士が製作した咬合床を使って口腔外の目印を駆使して患者の下顎位を模索しなければ

ならない。また、下顎位の概念を具体的に理解するには実際の患者の口腔をみることが必

要である。 

そこで本研修では、歯科技工士が実際にみる機会が少ない上下全部床義歯の咬合採得と

ゴシックアーチ描記の実地見学研修を行う。歯科技工士が製作した咬合床を歯科医師がど

のように調整し、どのようにして無歯顎者の顎間関係を記録するのかを間近でみてもらい、

咬合床の使途を理解した上でその重要性を再認識してもらう。またゴシックアーチ描記を

実際に見ることで水平的顎位決定の意味と無歯顎者の顎位決定の繊細さを実感してもらう。

さらに技工研修において、ゴシックアーチトレーサーの製作法を学び、上下の顎間関係と

下顎位について理解を深めてもらう。また、患者の生の表情と生の声を見聞きすることで

歯科補綴装置の臨床的意義を確認し、医療職としてのやりがいを実感してもらう。 

 

（２）実施内容 

当院通院中の患者（64 歳男性、無歯顎）に本事業の趣旨を説明し、患者として協力して

いただくことに書面で同意を得た。 

11 月 9 日(土)午後に研修を実施した。受講者は 7 名であった。7 名中 6 名が上下全部床

義歯の咬合採得を実際に見た経験があり、ゴシックアーチについては実際に見たことがあ

る受講者は 2名であった。 

診療見学は、本学歯科衛生士学科の基礎実習室で実施した。上下全部床義歯の咬合採得

について解説を交えながら、一連の咬合採得の術式を見学してもらった。実際に歯科医師

が咬合堤のワックスを追加する様子や削除する作業を実演し、ゴシックアーチ描記法によ

る水平的顎位の決定を実際に見てもらった。 

技工技術研修では、ゴシックアーチ描記装置を製作する実習を行った。また本研修の内

容は動画として E-learning教材とした。 
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スケジュールと研修内容を以下に示す。 

回 日程(令和 6年) 内容 担当 

１ 11月 9日(土) 

13:30～16:00 

咬合採得・GoA 描記の診療見学と GoA トレーサ

ーの技工技術研修 

・診療見学：全部床義歯の咬合採得・ゴシック

アーチ（GoA）描記の見学 

・技工技術研修：ゴシックアーチ（GoA）描記装

置の製作 

田中 

飛田 

竹部 

 

（３）評 価 

研修後アンケートでは、「咬合採得とゴシックアーチ描記を実際に見ることが、義歯の製

作に役立つと感じましたか。」の質問に対し、「強く感じた」が 7 名中５名、「少し感じた」

が２名であった。また、「歯科技工が歯科の臨床に関わっていることを実感したか。」の問

いに対しても「実感した」が５名、「少し実感した」が２名であった。同様に「歯科技工士

の仕事に対する新たなやりがいを見出したか。」の問いに対しても「見出した」が５名、「少

し見出した」が２名であった。この結果から、受講者全員が本研修で上下全部床義歯の咬

合採得の術式と、ゴシックアーチ描記法を間近で見たことで、歯科技工が歯科医療に貢献

していることを実感し、歯科技工士の仕事にやりがいを見出したと評価できる。 

「今日のプログラムを同僚や知人の歯科技工士にも勧めたいと思うか。」の問いに対して

も全員が「とてもそう思う」または「まあまあそう思う」と回答した。その理由として「ゴ

シックアーチ描記法を見学する機会がないから」と回答した受講者が 5名と最も多く、「ゴ

シックアーチトレーサーの技工技術を学ぶ機会がないから」と回答した受講者が 4 名であ

った。「上下全部床義歯を見学する機会がないから」と「プログラムが充実していたから」

と回答した受講者もそれぞれ 3 名であった。このことから、ゴシックアーチ描記の診療見

学とその技工研修は好評であったと言える。 

また自由記載の感想において、「技術というより・生体を再現するむずかしさをあらため

て感じた。生体に合わせる“咬合採得”は重要で精密でなければならないと感じた。一人

の患者を治療するには複数人の協力、すなわち“チーム医療”が必要であり、歯科医師と

肩を並べられる歯科技工士が歯科医療に必要と感じた。」といった思慮深い意見をいただい

た。また「ゴシックアーチトレーサーを作る機会が少なかったので改めて製作工程を知る

ことができた。ワルクホッフの小球等、教科書以外の学びがありとても楽しかった」とい

う感想があり、ゴシックアーチ描記装置の製作法を初めて知ることができたことが有意義

だったと記載した方が数名いた。 

さらに「咬合採得とゴシックアーチの見学は歯科医師の手技がていねいでよかった。技

術研修は設備がとてもしっかりしていてやりやすかった。」「診療見学時にもう少し近くで

見たかったが、言葉で説明がありよかった。」との意見をいただいた。 
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 以上より、受講者の大半が本研修に参加したことに満足しており、全部床義歯の咬合

採得・ゴシックアーチ描記の診療見学とゴシックアーチ描記装置製作の技工技術研修を通

じて歯科医療における歯科技工の重要性を再認識し、歯科技工に対する新たなやりがいを

見出したものと考えられ、本研修は当初の目的を果たすことができたと言える。 

  

（４）研修実施報告                       

１．全部床義歯の咬合採得・ゴシックアーチ描記の診療見学 

（本学衛生士学科 基礎実習室） 

受講者は７名（男性 4 名、女性 3 名）であった．基礎実習室の歯科用ユニットを受講者

が取り囲む形で上下全部床義歯の咬合採得を基本的な術式のとおりに行った．咬合床を調

整する際には，歯科医師が、どのような理由で咬合床にワックスを盛り足したり削除した

りしているのかを理解してもらうよう解説を加えた。また歯科技工士の教科書には載って

いない「ワルクホッフの小球法」を行い、下顎が前方位とならないように咬合採得をする

ことの大切さを示説した。 

続いて、ゴシックアーチ描記法を実施した。歯科技工士の教本には、ゴシックアーチの

図だけが掲載されていることが多く、実際どのような過程でその図が描かれるのか、そし

てそれをどのようにして咬合器にマウントするのかは載っていないため、それぞれの工程

について説明を加えながら進めた。予定時間を少しオーバーしたが特に問題なく終えるこ

とができた。 

 

 

２．ゴシックアーチ描記装置製作の技工技術研修（本学歯科技工士学科 第一実習室） 

・ゴシックアーチ描記装置製作における技工技術の修得 

予め準備した上下無歯顎模型を用い口内法によるゴシックアーチ描記装置を製作した。

本実習は実習時間の制限があるため、上下顎の作業用模型は咬合採得後の咬合器装着と下

顎の咬合床製作まで完了した状態から始めた。 

受講者は実習室の大型スクリーンでデモンストレーション動画を視聴しながら製作工程

を学んだ。これは前年度と比較して受講者全員がデモンストレーションを同じ条件で見る

ことができたため受講者から好評を得られた。 

装置の製作は先ず上顎基礎床の圧接を行い、次に下顎の咬合床に描記板を固定した後、

上顎に描記針を設置した。ゴシックアーチ描記装置の製作は基礎的歯科技工教育の範疇に

おいて殆どの歯科技工教育機関で行われていない。ゴシックアーチ描記装置の製作工程は

比較的単純だが、今後受講者が臨床現場でゴシックアーチ描記装置を求められた時、本実

習の経験がよりよい有床義歯を製作するために大いに役立つものと考える。 

  

[受講者の属性とアンケート結果は p.25～30、研修風景は p.31を参照] 
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（５）受講者の概要                           

 

  

 

                    受講者人数は 7名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

85.7%

女性

14.3%

受講者の性別

1年未満

14.3%

1年～2年

未満

14.3%

3年～5年

未満

28.6%

5年～10年

未満

28.6%

10年以上

14.3%

受講者の勤務年数

20代

42.9%

30代

28.6%

50代

28.6%

受講者の年代

歯科技

工所

71.4%

病院

28.6%

受講者の勤務先
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（６）研修後アンケート結果 

全部床義歯の診療見学と技工技術研修 アンケート集計結果 

2024.11.9／明倫短期大学 参加者 7名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6

0

1

0 2 4 6 8

実際に見たことがある

動画で見たことがある

見たことがない

1. 本研修の受講前に、上下全部

床義歯咬合採得の臨床手技を見

たことがありましたか。

2

3

2

0 1 2 3 4

実際に見たことがある

動画で見たことがある

見たことがない

2. 本研修の受講前に、上下全部床

義歯のゴシックアーチ描記を見た

ことがありましたか。

5

2

0

0

0 2 4 6 8

強く感じた

少し感じた

あまり感じなかった

全く感じなかった

3. 咬合採得とゴシックアーチ描

記を実際に見ることが、義歯の

製作に役立つと感じましたか。

7

0

0 2 4 6 8

知ることができた

知ることができなかっ

た（全て今まで知って

いる内容だった）

5. 後半の技工研修で、今まで知

らなかった新しい技術や手法を

知ることができましたか。

5

1

1

0

0 2 4 6 8

実感した

少し実感した

あまり実感しなかった

何も感じなかった

4. 歯科技工が歯科の臨床に関わっ

ていることを実感しましたか．
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問 5-2. 問 5 で「１.知ることができた」と答えた方にお聞きします．どのような新しい

技術を知りましたか. 

製作法などいろいろくわしく聞けた。 

技術というより・・生体を再現する「むずかしさ」をあらためて感じた。生体に合わせる

「咬合採得」は重要で精密でなければならないと感じた。一人の患者を治療するには複数

人の協力、「チーム医療」が必要で歯科医師と肩を並べられる歯科技工士は医療に必要と

感じる。 

ゴシックアーチトレーサーの作り方を知ることができました。 

ゴシックアーチトを作る機会が少なかったので改めて工程を知ることができた。ワルクホ

ッフの小球等、教科書以外の学びがありとても楽しかったです。 

ゴシックアーチ制作方法 

材料の新しいもの 

 

 

5

2

0

0 2 4 6 8

見出した

少し見出した

全く見出さなかった

6.歯科技工士の仕事に対する新た

なやりがいを見出しましたか。

5

2

0

0

0 2 4 6 8

とても役立つ

ある程度役立つ

あまり役立たない

全く役立たない

7.今日の経験と得られた知識は、

明日からの仕事に役立ちますか。
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問 8-2.それぞれのプログラムについてご意見がありましたらお願いします。 

咬合採得とゴシックアートの見学は Dr．の手技がていねいでうらやましかった。あ

のような先生と仕事がしたい。技術研修は設備がとてもしっかりしていてやりやす

かった。 

診療見学時にもう少し近くで見たかったが、言葉で説明がありよかった 

フェイスボウトランスファーの実技について知りたかった。 

 

 

5

1

0

6

0

0

5

1

0

0 1 2 3 4 5 6 7

◎良かっ

た

○まあま

あ

△ あま

り

8. 今日のプログラムそれぞれについて良かったものに◎、まあまあよ

かったものに○、あまりよくなかったものに△をつけてください。

咬合採得の診療見学
ゴシックアーチの診療見学
ゴシックアーチトレーサーの技工技術研修

3

3

0

0

0 1 2 3 4

とてもそう思う

まあまあそう思う

あまり思わない

全く思わない

9.今日のプログラムを同僚や知人の歯

科技工士にも勧めたいと思いますか。
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4

3

0

0

0 2 4 6

とてもそう思う

まあまあそう思う

あまり思わない

全く思わない

9.今日のプログラムを同僚や知人の

歯科技工士にも勧めたいと思います

か。

3

0

2

3

5

4

0

0

0

0

0

0

0 2 4 6

プログラムが充実していたから

参加者とコミュニケーションをとれたから

基本的なことをしっかりと学べたから

上下全部床義歯を見学する機会がないから

ゴシックアーチ描記法を見学する機会がない…

ゴシックアーチトレーサーの技工技術を学ぶ…

内容が難しかったから

時間が足りなかったから

スタッフの対応が悪かったから

期待した内容と違っていたから

診療見学のほかに歯科技工の研修もあったから

その他

9-2. なぜそう思いましたか。（複数回答可）

0

1

0

0

2

0

0

4

0

3

1

1

1

1

0

0

0 2 4 6

上下全部床義歯の製作過程

部分床義歯の製作過程

抜歯、即時義歯

義歯修理、リライニング

顎補綴

単冠の製作過程

ブリッジの製作過程

顎関節症の治療（スプリント調整）

口腔外科治療

歯科インプラント埋入、上部構造装着

う蝕治療（充填処置）

根管治療

歯周病治療

小児保隙、矯正

特にない

その他

10.今後、見学してみたい歯科診療はどれですか。（複数回答可）
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問 11.今回の研修プログラムについてご意見がありましたらご自由にお書きくださ

い。 

普段あまりやらない作業で戸惑ってしまいました。 
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（７）研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴシックアーチ描記装置の技工技術研修風景 

上下全部床義歯の咬合採得の見学風景 
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２）介護保険施設等における歯科訪問診療の実地見学 

担当：田中（歯科医師、教員）、江川（歯科衛生士、教員） 

 

（１）目 的 

介護保険施設等の歯科訪問診療に同行して要介護高齢者に対する歯科補綴診療や肺炎予

防のための口腔内クリーニングを見学し、超高齢社会で求められている歯科医療の実際を

知る。歯科訪問診療に歯科技工士が帯同することの意義について考え、歯科技工士の仕事の

重要性と将来性に気づく。 

具体的には、要介護高齢者と歯科医師とのやりとりを見学することで、模型だけでは得ら

れない機能や審美面の情報を得ることの重要性や、歯科訪問診療と外来診療の違いを理解

すると同時に、訪問診療の現場ではどのような状態の患者にどのような義歯を装着するの

か、またどのようにコミュニケーションをとっているのか、どのような器具を使用し、工夫

をしているのか、そして歯科補綴装置が実際に口腔内でどのように役立っているのかを見

学することで歯科技工士の仕事の重要性を再認識する。 

 

（２）実施内容 

毎週火曜日の午後 2 時より歯科訪問診療の現場に出向き、要介護高齢者に対する歯科補

綴診療や肺炎予防のための口腔内クリーニングを見学した。 

回 内容 担当 

１ ・介護保険施設における要介護高齢者への歯科治療および口腔内 

クリーニングの見学 

田中／江川 

 

（３）評 価 

本研修には 3 名が受講し、それぞれの参加回数は、1 回、4 回、5 回であり、のべ回数は

10回であった。5回参加した受講者は、患者の歯科補綴装置の製作を担当し、印象採得から

装着・調整までを見学した。今回の受講者は、全員が歯科訪問診療を実際に見るのは初めて

とのことであった。 

研修後アンケートでは「歯科技工士が訪問歯科診療の臨床に関わっていることを実感し

たか。」との問いに対しては全員が「実感した」と答えた。また「歯科技工士の仕事に対す

る新たなやりがいを見出したか。」との問いには 2名が「見出した」と回答し、１名が「少

し見出した」と回答した。「今回の研修プログラムを同僚や知人の歯科技工士にも勧めたい

か。」についても「とてもそう思う」が 2名、「まあまあそう思う」が 1名であった。本プロ

グラムを勧めたいと思う理由は「プログラムが充実していたから」「歯科訪問診療を見学す

る機会がないから」「基本的なことをしっかりと学べたから」であった。 

個々の感想として、「訪問診療に初めて同行した。器具や場所に制限がある中でどのよう

な機材をどのように使っているのかを見ることができた。」「普通の歯科医院では見られな
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いような様々な口腔内の状況を知ることができた。」「きちんとした設備がない中で、要介護

高齢者の体調に合わせて治療を行うことの難しさを体感することができた。そのため歯科

技工士は、治療がスムーズに行えるように歯科医師の調整が少なくてすむように技工物を

製作することが重要であると感じた。」「認知機能が低下し、“咬んでください”と指示して

も咬むことができない人や、咬合位が落ち着かない人など多様な患者さんがいることを知

り、歯科医師の苦労を知ることができた。」といった感想が得られた。 

以上より、歯科技工士が歯科訪問診療に同行し、介護を要する患者の様子や、歯科補綴装

置がどのように口腔内で役立っているのか等の状況を知ることは、歯科技工士が歯科医療

チームの一員であるという意識を向上させ、仕事のへのやりがいを醸成するのにとても有

意義であると考えられた。今回の研修により受講者全員が歯科補綴装置の重要性を再認識

し、歯科技工士の仕事に対する新たなやりがいを見出したものと評価できる。 

 

（４）研修実施報告 

 新潟市内の特別養護老人ホームに受講者を帯同した。受講者は 3名（男性 2人、女性 1

名）で述べ 10人であった。 

 見学した内容は、歯科衛生士による口腔ケア、歯科医師によるう蝕治療、上下全部床義歯

の製作過程であった。受講者には、患者のエプロン掛け、治療中のライト補助をしてもらい

ながら間近で見学してもらうことができた。また受講者が自ら患者とのコミュニケーショ

ンをとる場面も見受けられた。 

 受講者の一人は、実際の全部床義歯の技工を担当した歯科技工士であり、印象採得から義

歯の装着までのすべての診療過程を間近で見学することができた。咬合採得においては、患

者の認知機能が低下しているため、「口を閉じてください」の指示が患者に伝わらず歯科医

師が苦労する場面を見て、健常な人の治療との違いに驚いていた．また、嚥下機能が落ちて

いるために口から食事を摂取せずに経管栄養のチューブから流動食を摂取している入居者

の口腔内クリーニングの見学をすることもできた。 

 

[受講者の属性とアンケート結果は p.34～36、研修風景は p.36を参照] 
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（５）受講者の概要        

 

  

 

受講者人数は 3名、延べ人数は 10名であった。

 

男性

66.7%

女性

33.3%

受講者の性別

1年未満

100.0%

受講者の勤務年数

20代

66.7%

30代

33.3%

受講者の年代

その他

100.0%

受講者の勤務先
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（６）研修後アンケート結果 

介護施設等における歯科訪問診療の実地見学参加者アンケート集計結果 

明倫短期大学／参加者 3名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

0

0

0

0 1 2 3 4

実感した

やや実感した

あまり実感しなかった

何も感じなかった

1. 歯科技工士が訪問歯科診療の臨床に関

わっていることを実感しましたか。

2

1

0

0 1 2 3 4

見出した

少し見出した

全く見いだせなかった

2. 歯科技工士の仕事に対する新たなやりが

いを見出しましたか。

2

1

0

0

0 1 2 3 4

とてもそう思う

ある程度思う

あまり思わない

全く思わない

３．このプログラムを同僚や知人の歯

科技工士にも勧めたいと思いますか．

1

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0 1 2

プログラムが充実していたから

参加者とコミュニケーションをとれたから

基本的なことをしっかりと学べたから

訪問診療を見学する機会がないから

内容が難しかったから

時間が足りなかったから

スタッフの対応が悪かったから

期待した内容と違っていたから

診療見学のほかに歯科技工の研修もあったから

その他

3-2．なぜそう思いましたか．（複数回答可）
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4．今回の研修プログラムについてご意見がありましたらなんでもご自由にお書きください． 

訪問診療に初めて同行した。器具や場所に制限がある中でどのような機材をどのように使っているの

かを見ることができた。 

普通の歯科医院では見られないような様々な口腔内の状況を知ることができた。 

きちんとした設備がない中で、要介護高齢者の体調に合わせて治療を行うことの難しさを体感するこ

とができた。そのため歯科技工士は、治療がスムーズに行えるように歯科医師の調整が少なくてすむ

ように技工物を製作することが重要であると感じた。 

認知機能が低下し、“咬んでください”と指示しても咬むことができない人や、咬合位が落ち着かない

人など多様な患者さんがいることを知り、歯科医師の苦労を知ることができた。 

 

（７）研修風景 

 

受講者が照明器具を持ち 

歯科衛生士による口腔ケアを見学している様子 
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３-１）明倫デジタル技工カレッジ ver.2024 

飛田（歯科技工士、教員）、植木（教員）、井上（歯科技工士、教員） 

吉田（歯科技工士、学外）、佐藤（歯科技工士、学外） 

（１）目 的 

本事業においてデジタル技工研修も 5 年目を迎え、歯科技工士の労働環境は昨年よりも

さらにデジタル化が進み、CAD/CAM関連の仕事が歯科技工業務の中で大きなウェイトを占め

るようになってきた。なかでも CAD/CAMインレーの光学印象が保険収載されたことにより、

歯科技工士はモデルレスのワークフローに対応する必要性が増してきた。 

今年度のデジタル技工研修は、ベーシックコースとして口腔内スキャナーによる光学印

象を体験し、口腔内スキャナーとラボスキャナーの各データをもとに CAD/CAM インレーの

設計技術の向上を目指した。 

アドバンスコースはベーシックコースで製作した CAD データをもとにインレーをミリン

グし、各スキャン方法によってミリングの精度に違いが現れるのかについて簡単な計測で

体感することを目的とした。 

なお、各コースの後半では最新デジタル技工に関する講義を行い、受講者のデジタル技工

リテラシーの向上を目指した。 

 

（２）実施内容 

ベーシックコースは、前半に口腔内スキャナーによる光学印象体験と 2種類のスキャン

データ（口腔内スキャナーとラボスキャナー）によるデジタルワックスアップを行った。

受講生はまだ口腔内スキャナーに触れた経験が少ないため、インレー窩洞の光学印象及び

データの取り込みを実際に体験した。その後口腔内スキャナーとラボスキャナーで取得し

たスキャンデータ上でデジタルワックスアップを行い、設計技術のスキルアップを図った。

後半は特別講義～その 1(外部講師)と題し、デジタルデンチャーの現状について解説した。 

アドバンスコースは前半にベーシックコースで設計した 2 種類のインレーを実際にミ

リングし、それぞれの適合状態を観察した。観察方法は原型となる窩洞形成されたメラミ

ン歯型とインレーを適合試験材（フィットチェッカーⅡ）を用いてその被膜の程度を観察

した。後半は特別講義～その 2（外部講師）と題し、IOSを活用したモデルレスの歯科技工

の現状について解説した。 

 

（３）評 価 

実地研修者数は第一日程が延べ 17名、第二日程が 15 名であった。ただし、各日程が 2

回編成になっており第一日程は 2回共参加または 1回目のみの受講者が含まれている。各

日程の構成は初回が口腔内スキャナーの操作と特別講義（その 1）、2回目がインレーの適

合観察と特別講義（その 2）である。 

事後アンケートの結果、回答は第一日程が 17 名中 7 名、第二日程が 15 名中 12 名から
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得られた。口腔内スキャナーの操作については、第一日程はまあまあ理解できたが 2 名

（29％）、あまりできなかったが 3 名（42％）、全くできなかったが 2 名（29％）だった。

第二日程はよくできたが 1 名（8％）、まあまあできたが 7 名（58％）、あまりできなかっ

たが 1名（8％）、全くできなかったが 2名（16％）だった。普段の歯科技工業務において

口腔内スキャナーを取り扱っているかについては、第一日程は回答者（7 名）全員が全く

やっていなかった。第二日程はよくやっているが 4名（33％）、あまりやっていないが 2名

（17％）、全くやっていないが 6名（50％）だった。 

インレーの適合観察は興味深かったかでは、第一日程はそう思うが 5 名（71％）、やや

そう思うが 2名（29％）だった。第二日程はそう思うが 4名（33％）、ややそう思うが 2名

（17％）、無回答が 6名（50％）だった。 

デジタルワックスアップ（口腔内スキャナー）では、第一日程はよくできたが 2名（29％）、

やっとできたが 3 名（42％）、あまりできなかったが 2 名（29％）だった。第二日程はよ

くできたが 6 名（50％）、あまりできなかったが 2 名（17％）、全くできなかったが 2 名

（17％）だった。あまりできなかった受講者が見受けられた理由として、まだ CAD/CAMイ

ンレーのソフト操作に慣れていない人が多かったことが考えられる。 

今回の研修の説明やデモンストレーションについて分かりやすかったかについては、第

一日程はそう思うが 5 名（71％）、ややそう思うが 2 名（29％）だった。第二日程はそう

思うが 10名（83％）、無回答が 2名（17％）だった。 

今回の研修プログラムを通して歯科技工士の仕事に対する新たなやりがいを見出した

かについては、第一日程がそう思うが 3名（43％）、ややそう思うが 4名（57％）だった。

第二日程はそう思うが 9 名（75％）、ややそう思うが 1 名（8％）、無回答が 2 名（17％）

だった。 

自由記述では以下の意見があった。①デジタル化を取り入れることをためらっていたが

方向性が見えてきた。②とても充実した研修に感じた。③とても勉強になった。セミナー

への苦手意識があったが軽減できリラックスして参加できた。④説明やデモンストレーシ

ョンが分かりやすかった。 

 

（４）研修実施報告 

 第一日程と第二日程は同様の研修内容のため統合して報告する。 

１）第一日目：口腔内スキャナーの操作と特別講義（その 1） 

前半の「口腔内スキャナーの操作」では、口腔内スキャナーによる光学印象体験と 2種

類のスキャンデータ（口腔内スキャナーとラボスキャナー）によるデジタルワックスアッ

プを行った。マネキンに上下顎歯列模型（下顎第一大臼歯のⅡ級インレー窩洞形成済み歯

型有り）を装着し、口腔内スキャナーによるスキャニングを実習した。スキャナーヘッド

の当てる角度によりスキャニング結果に差が出る点を実感できた。 

 次に口腔内スキャナーで得たデータと事前に用意したラボスキャナーによるデータで
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デジタルワックスアップを体験した。受講者は普段の業務で CAD操作を行っている者と全

く行っていない者とが共存する状況だった。 

 後半は特別講義（その 1、学外講師）としてデジタルデンチャーの現状について解説し

た。歯冠修復におけるデジタル技工の開発は著しく、その技術は臨床で大いに活用されて

いる。しかし、有床義歯におけるデジタル技工技術開発はそれに比べて遅れを取っている

ため、多くの研究者によって日々新しい技術が検討されている。今後有床義歯のデジタル

化に備えこの特別講義は現状を知る上で有益であった。 

受講後アンケートに回答した人数は 2クールでのべ 32名中 19名であった。普段の業務

において口腔内スキャナーを使用している受講者は 4 名（21%）にとどまり過半数が未経

験者であった。口腔内スキャナーの操作については、よくできたが 1名（5％）まあまあで

きたが 9名（47％）、あまりできなかったが 4名（21％）、全くできなかったが 4名（21％）、

無回答が 1名（5%）だった。 

2）第二日目：CAD/CAMインレーの適合試験と特別講義（その 2）  

前半はベーシックコースで設計した 2種類のインレーを実際にミリングし、それぞれの

適合状態を観察した。観察方法は原型となる窩洞形成されたメラミン歯型とインレーを適

合試験材（フィットチェッカーⅡ）を用いてその被膜の程度を観察した。CAD/CAM システ

ム上、適合精度はモニター上で自由に数値化されるため、実際の適合状態を適合試験材で

調べることは少ないことから本実験は非常に興味深い内容であった。 

後半は特別講義～その 2（外部講師）とし、IOS を活用したモデルレスの歯科技工の現

状について解説した。口腔内スキャナーを活用したモデルレスの歯科技工の現状について

解説した。口腔内スキャナーは保険収載されたことで日本国内でも多くのメーカーから発

売されるようになった。しかし、その性能はメーカーによってスキャン精度に大きな違い

があることを示した。これは受講者が今後関わる機種の特徴を知る上で非常に有益な内容

であった。また、実際行われているモデルレスの歯科技工のワークフローを理解すること

ができた。 

受講後アンケートからインレーの適合観察は興味深かったかでは、そう思うが 9 名

（47％）、ややそう思うが 4名（21％）、無回答が 6名（32％）だった。 

デジタルワックスアップでは、よくできたが 8名（47％）、やっとできたが 3名（17％）、

あまりできなかったが 4 名（24％）、全くできなかったが 2 名（12％）だった。あまりで

きなかったと全くできなかったが見受けられた理由として、まだ CAD/CAMインレーのソフ

ト操作に慣れていない、または他のソフトを使用している受講者がいたと考えられる。 

 

[受講者の属性とアンケート結果は p.40～45、研修風景は p.46 を参照] 
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（５）受講者の概要 

 

  

 

 

受講者人数は、第一日程と第二日程合計で 21名、延べ人数は 32名であった。 

 

 

 

男性

71.4%

女性

28.6%

受講者の性別

1年未満

42.9%

1年～2年

未満

4.8%

3年～5年未満

19.0%

5年～10年

未満

9.5%

10年以上

23.8%

受講者の勤務年数

20代

47.6%

30代

23.8%

40代

4.8%

50代

9.5%

60代

14.3%

受講者の年代

歯科技工所

42.9%

病院

4.8%

歯科診療所

14.3%

歯科技工士

養成機関

4.8%

その他

33.3%

受講者の勤務先
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（６）研修後アンケート結果 

明倫デジタル技工カレッジ  参加者アンケート集計結果 

2024.9.1、9.29、10.20、11.10／明倫短期大学／参加者 21名 （回答者 19名） 

  

9

10

0 2 4 6 8 10 12

ある

ない

2．本研修を受講する前に口腔内スキャ

ナーを使ったことがありますか。

4

0

2

13

0 5 10 15

よくやっている

まあまあやっている

あまりやっていない

全くやっていない

3．日常業務で口腔内スキャナーのデー

タを使い技工作業をやっていますか。

7

12

0

0

0 5 10 15

よく理解できた

まあまあ理解できた

あまり理解できなかった

全く理解できなかった

4．口腔内スキャナーのしくみを理解で

きましたか。

1

9

4

4

0 2 4 6 8 10

よくできた

まあまあできた

あまりできなかった

全くできなかった

5．口腔内スキャナーの操作は上手くで

きましたか。

8

4

2

3

0 2 4 6 8 10

よくできた

やっとできた

あまりできなかった

全くできなかった

6．据置型スキャナーのスキャンデータ

でデジタルワックスアップはできまし

たか。

4

3

6

6

0 2 4 6 8

よくやっている

まあまあやっている

あまりやっていない

全くやっていない

1．日常業務でデジタル技工をやってい

ますか。
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8

3

4

2

0 2 4 6 8 10

よくできた

やっとできた

あまりできなかった

全くできなかった

７．口腔内スキャナーのスキャンデー

タでデジタルワックスアップはできま

したか。

8

4

2

3

0 2 4 6 8 10

よくできた

やっとできた

あまりできなかった

全くできなかった

8．デジタルワックスアップ完了後

STL データを検索および確認ができ

ましたか。

9

4

0

0

0 2 4 6 8 10

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

9.据置型スキャナーと口腔内スキャ

ナーでスキャンしたデータにより制作

したCAD/CAM インレーの適合試験

は興味深かったですか。

15

2

0

0

0 5 10 15 20

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

10.今回の研修で説明やデモンスト

レーションはわかりやすいと思いまし

たか。

9

8

0

0

0 2 4 6 8 10

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

11.あなたは今後口腔内スキャナーに

よるデジタル歯科技工をやりたいと思

いましたか。
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問 12-2．その他（自由記述） 

ワークフローが単純化されるから 

 

 

 

1

2

3

0

4

4

1

0

6

12

1

0 2 4 6 8 10 12 14

コンピュータ操作が得意だから

コンピュータ操作が苦手だから

手を動かして作る方が自分に合っているから

手を動かして作るのが苦手だから

機械の操作を覚えるのが面白そうだから

将来のライフスタイルを考えて

自宅で仕事がしたいから

感染症の感染を避けたいから

清潔な環境で仕事ができるから

今後デジタル化がさらに進むから

その他

12.なぜそう思いましたか（複数回答可）。

12

5

0

0

0 5 10 15

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

13.口腔内スキャナーの導入は歯科技

工士の働き方に大きな変化をもたらす

と思いましたか。

12

5

0

0

0 5 10 15

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

14.今回の研修プログラムを通じて、

歯科技工士の仕事に対する新たなやり

がいを見出しましたか。

10

7

0

0

0 5 10 15

とてもそう思う

ある程度思う

あまり思わない

全く思わない

16.今回の研修プログラムを同僚や知

人の歯科技工士にも勧めたいと思いま

すか。

9

7

1

0

0 5 10

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

15.今回の研修プログラムから得られ

た経験と知識は、明日からの仕事に役

立ちますか。
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問 17-2．その他（自由記述） 

デジタル技工のパート①も受けたかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19．今回の研修プログラムについてご意見がありましたらご自由にお書きください。 

デジタル化をすすめる（とり入れる）のをためらっていたが、方向性が見えました。ありがとうござ

いました。 

とても充実した研修におもえた。都合で前回には参加できなかったが、機会があれば前後編で参加し

たい。ありがとうございました。 

CAD/CAM関係で、CADのデザインやインプラント技工のセミナーを希望します。特にインプラントの

バイト（咬合さいとく）について悩んでします。 

とても勉強になりました。セミナーへの苦手意識がありましたが軽減でき、リラックスして参加でき

ました。今後も頑張ります。 

ルーティンワークのみでは学ぶことのできないことを学ぶとても良い機会になりました。自分自身が

携わった補綴物がどのようにセットされ予後なども知れて良い機会になりました。 

11

8

5

2

0

0

0

0

1

1

0 2 4 6 8 10 12

プログラムが充実しているから

基本的なことをしっかりと学べたから

実際にデジタル機器を操作できたから

参加者とコミュニケーションを取れたから

内容が難しかったから

時間が足りなかったから

スタッフの対応が悪いから

期待した内容と違っていたから

3Dプリンタもやりたかったから

その他

17.なぜそう思いましたか。（複数回答可）

5

9

8

0

4

3

1

0 2 4 6 8 10

保険診療に関わる歯科技工装置の研修会

CAD/CAMなどのデジタル歯科技工の研修会

インプラントや矯正、金属床などの自費診療に関わる歯科技工装置の研修会

訪問歯科診療での即日修理などの研修会

歯科技工装置製作に関わる歯科臨床の見学

オーラルアプライアンス（スプリント、ナイトガード、アプネア等）に関する研修

その他

18.今後、実施して欲しいテーマは何かありますか．（複数回答可）
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研修やデモンストレーション含め、分かりやすい説明でした。 

デジタル歯科の進みについて知ることが出来、大変有意義な研修となりました。ありがとうございま

した。 
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（７）研修風景 

光学印象（デモンストレーション）        光学印象の実習 

特別講義その 1（デジタルデンチャー）   講師･受講者間のディスカッション 

実習：インレー適合試験のデモ        実習：インレー適合試験の様子 

特別講義その 2          適合試験のディスカッション 

（口腔内スキャナーとモデルレス技工）
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３-２）明倫デジタル技工カレッジ 特別講演 

～私が考える歯科技工業とデジタル化の本質～ 

講師 藤松 剛（株式会社 S.T.F） 

（１）目 的 

明倫デジタル技工カレッジの目的はデジタル技工の基本的技法を修得し、個々のデジタ

ル歯科技工の向上に活かすことにある。本事業はこれまでラボスキャナーおよび口腔内ス

キャナーによるスキャニングをもとにクラウンとインレーのデジタルワックスアップの技

法を修得し、加工から完成までのワークフローを体験するプログラムを実施してきた。 

年を追う毎に歯科医療全体のデジタル化が推進する中、歯科技工業界において先進的に

デジタル化に取り組む歯科技工士を外部講師として招聘し、実際の業務形態や経営に至る

までの実例を講演してもらい、今後歯科技工業界が進むと考えられる方向性や歯科技工士

の在り方について受講者間で共有し、本事業の周知および理解を深めることを目的とする。 

 

（２）実施内容 

明倫短期大学内にて 3時間の講演を実施した。 

 

（３）評 価 

参加者数は 56名であった。講演内容は演者がアナログ技工を担当していた時期の取組

や失敗した経験を述べられ、やがてデジタル歯科技工へと目覚めた経緯について詳細に述

べられた。講演当日は学生の聴講もあったことから、自らの経営者の視点に加え自身の非

常勤講師の経験を踏まえて学生時代に修得するべき能力と臨床家になってから求められる

能力は基本的に変わらず、「向上心」と「協調性」と「洞察力」であるとまとめられ、受

講者に強く訴えるものがあった。   

総括ではアナログ技工もデジタル技工もゴールは同一でなければならず、全てを必ずデ

ジタル技工に頼る必要はなくアナログ技工との融合を図ることが大切であるとまとめられ

た。デジタル歯科技工を進める上で重要なことは、アナログ的視点と技術が必要不可欠で

あることが今回の講演会で再認識された。 

参加者の事後アンケートは 56人中 48人の回答を得た。いくつかの設問の回答状況は、

このプログラムを通して歯科技工士の仕事に対する新たなやりがいを見出したかについ

て、そう思うが 35名（73％）、ややそう思うが 11名（27％）だった。このプログラムを

同僚や知人の歯科技工士にも勧めたいかは、とてもそう思うが 32名（67％）、ある程度

思うが 16名（33％）だった。自由記載は、①大変有意義だったので継続してほしい。②

無料でここまで受講できたことがよかった。③改めて歯科技工士についての考え方が変わ

ったよい講演だった。④入社 3年目で通常の製作法で義歯を製作しているがとても興味深

い講演だった。⑤デジタル技工をやっていくには基本的な技工技術が大切だと再認識し

た。といった意見があった。 
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（４）今後の展望 

 今回の開催で広い年齢層の歯科技工士や様々な地域からの参加を得ることができた。本

事業の趣旨は若手歯科技工士の人材確保だが、現在歯科技工士の就業年代別人口の半分が

50 歳以上である。今後デジタル技工のさらなる普及に伴う環境の変化に対応するために、

若手のみならず中堅歯科技工士にも研修対象を広げていくことが必要である。 

 

[受講者の属性とアンケート結果は p.48～50、講演風景は p.50を参照] 

 

 

（５）受講者の概要 

 

 

 

 

 

受講者人数は 56名であった。 

男性

73.2%

女性

26.8%

受講者の性別

10代

17.9%

20代

25.0%

30代

19.6%

40代

12.5%

50代

16.1%

60代

8.9%

受講者の年代

歯科技工士

60.7%

歯科医師

1.8%

その他

37.5%

受講者の職種
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（６）研修後アンケート結果 

明倫デジタル技工カレッジ特別講演 参加者アンケート集計結果 

2025.1.12 / 明倫短期大学 参加者 56名 （回答者 48名） 

 

問 5.今回の研修プログラムについてご意見がありましたらご自由にお書きください。 

大変有意義だったので続けてほしい。 

歯科技工の仕事をするにあたって勇気づけられました。 

無料でここまでの話が聞けて大変ありがたかったです。有料でも良いので、何日かかけてもっと詳し

く聴講したかったです。 

講習時間も長く無く、良かったです。改めて歯科技工についての考え方が変わったので、とても勉強

になるセミナーでした。 

話が分かりやすく、とても勉強になりました 

私は入社 3年目、アナログで義歯を製作しておりますが、非常に興味深い面白い講演でした。マイン

ドの面はとても参考になりましたので、挫けるように今後に活かしたいと思います。ありがとうござ

いました。 

特にございません 

13

4

0

4

23

10

0 5 10 15 20 25

フライヤー（チラシ）

歯科技工士会広報誌

歯科医師会配布資料等

明倫短期大学webサイト

勤務先での紹介

その他

1．今回の研修プログラムを知ったきっ

かけは何ですか．（複数回答可）

35

13

0

0

0 10 20 30 40

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

2.今回の研修プログラムを通じて、歯科

技工士の仕事に対する新たなやりがいを

見出しましたか．

37

11

0

0

0 10 20 30 40

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

3. 今回の研修プログラムから得られ

た経験と知識は、明日からの仕事に役

立ちますか．

32

16

0

0

0 10 20 30 40

とてもそう思う

ある程度思う

あまり思わない

全く思わない

4. 今回の研修プログラムを同僚や知

人の歯科技工士にも勧めたいと思いま

すか。

49



ありがとうございました。有料でも良いくらい良い内容でした！ 

デジタルを仕事としてやっていくには、やはり基礎的な技工技術が大切だとあらためて認識しまし

た。カービングやワックスアップなど、手を動かして形を学ぶことで経験を積んでいくことを、これ

からも忘れずに日々を過ごしていきたいと思います。 

学生から臨床従事者まで幅広い内容でとても良かったです。 

勉強になりました。ありがとうございました。 

大変参考になりました、いつもありがとうございます。 

 

（７）講演風景 

特別講演（講演中の様子）           講演後の質疑応答 

 

------------------------------------------------------------------------------- 

明倫デジタル技工カレッジ特別講演 

E-learningコンテンツ 

https://youtu.be/BbWEOaGN9Mw?si=Sgq5o5KaS-VBni20 

 

------------------------------------------------------------------------------- 
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４）歯科技工士のためのチェアーサイド研修 

第１回 歯科技工士が知るべき医療安全・感染対策講座 

担当：計良(歯科衛生士、教員) 

 

（１）目 的 

診療室での医療安全・感染予防対策のロールプレイングを行い、感染対策に関する所作を

習得する。本研修の目的は、歯科チーム医療の一員として診療室における医療安全・感染対

策の基本的知識と技術を養うことである。  

 

（２）実施内容 

本研修の受講者数は 2名、研修場所は、歯科衛生士学科の実験室とし、講義１・講義 2・

講義 3、演習の順で研修を行った。  

講義 1では、医療人としての基礎知識のうち感染症・医療事故について講義を行った。講

義 2では、歯科技工士に必要な感染予防対策の知識について講義を行った。講義 3では、医

療人としての身だしなみと正しい感染予防対策について講義を行った。演習では、正しい手

指消毒法と個人防護具の着脱を行った。  

各講義では受講者とのディスカッションを行い、演習では、講師からアドバイスを受けつ

つ相互に確認をしながら進め、積極的な活動がなされた。 

 

（３）評 価 

研修後アンケートでは、「医療安全・感染対策の知識が、自分や患者さんを守ることに役

立つと感じましたか」の問いに対し、2 名全員から強く感じたとの回答を得た。また、「歯

科技工士が歯科の臨床に関わっていることを実感しましたか」の問いに対し、2名から「実

感した」との回答を得た。  

また、自由記載では「今日から手洗いをしっかりやろうと思った」「手洗いチェッカーで

の汚れチェックがわかりやすかった」といった、演習から感じた意見が多かった。  

本研修において、日常生活で実施している手洗いを見直すことで、感染予防対策の基礎を

再確認し、自身が行う感染予防が、歯科技工物を通して患者にも深く関わっていることを再

認識することができたと考えられた。  

 

（４）研修実施報告 

受講者は 2名で、勤務環境は歯科診療所が 1名、その他が 1名であった。 

講義 1では、医療人としての基礎知識のうち感染症・医療事故について講義を行った。歯

科診療所で勤務している歯科技工士は、患者の口腔内で操作した印象物等に触れる機会は

多い。そこで、自身の身を守るだけでなく患者の安全を守るために必要となる、感染の成り

立ちや偶発事故の基本的知識について解説した。講義 2では、歯科技工士に必要な感染予防
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対策の知識として、現場で歯科技工士が実施できる感染予防対策について、受講者の現状を

踏まえ検討した。講義 3では、医療人としての身だしなみについて講義を行った。日常の身

だしなみに加え、診療所内で必要となる個人防護具を使用する際の留意点について確認し

た。演習では、正しい手指消毒法、個人感染防護具の着脱方法を実践した。受講生からは「今

日から手洗いをしっかりやろうと思った」等の意見が出された。 

 

[受講者の属性とアンケート結果は p.53～56、研修風景は p.57、講義資料（スライド）は

p.58～63 を参照] 
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（５）受講者の概要 

 

  

 

受講者人数は 2名であった。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

50%

女性

50%

受講者の性別

1年未満

50%10年以上

50%

受講者の勤務年数

30代

50%

50代

50%

受講者の年代

歯科診療所

50%その他

50%

受講者の勤務先
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（６）研修後アンケート結果 

歯科技工士のためのチェアーサイド研修 第 1回目 

「歯科技工士が知るべき医療安全・感染対策講義」参加者アンケート集計結果 

2024.10.20／明倫短期大学／参加者 2名 

 

 

 

 

 

1

0

1

0 1 2

講習会等で学んだことが

ある

独学で学んだことがある

学んだことがない

1. 本研修の受講前に、医療安全・感染対

策について学んだことがありましたか。

2

0

0

0

0 2 4

よく理解できた

ある程度理解できた

あまり理解できなかった

まったく理解できなかった

2. 歯科技工を行う上で、医療安全・感染

対策の知識が大切であることを理解でき

ましたか。

2

0

0

0

0 2 4

強く感じた

少し感じた

あまり感じなかった

全く感じなかった

3. 医療安全・感染対策の知識が、自分

や患者さんを守ることに役立つと感じ

ましたか。
2

0

0

0

0 2 4

実感した

少し実感した

あまり実感しなかった

何も実感しなかった

4. 歯科技工士が歯科の臨床に関わってい

ることを実感しましたか。

1

1

0

0 1 2

見出した

少し見出した

全く見出さなかった

5. 歯科技工士の仕事に対する新たなや

りがいや医療従事者としての責任感を

見出しましたか。

1

1

0

0

0 1 2

とても役立つ

ある程度役立つ

あまり役立たない

全く役立たない

6.今日の経験と得られた知識は、明日か

らの仕事に役立ちますか。
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問 7-2.それぞれのプログラムについて、ご意見がありましたらお願いします。 

今日の夜から手洗いをしっかりやってみます。本日はありがとうございました！手洗い、汚れチェッ

クはわかりやすくてよかったです。 

2

0

0

2

0

0

2

0

0

2

0

0

0 1 2 3

◎良かった

○まあまあ

△ あまり

7. 今日のプログラムそれぞれについて、良かったものに◎、まあまあよかったも

のに○、あまりよくなかったものに△をつけてください。

講義1

講義2

講義3

実習

1

1

0

0

0 1 2

とてもそう思う

まあまあそう思う

あまり思わない

全く思わない

8-1. 今日のプログラムを同僚や知人の

歯科技工士にも勧めたいと思います

か。
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問 9.今回の研修プログラムについてご意見がありましたらご自由にお書きください。 

明日からも注意して仕事をしていきたいと思います。ありがとうございました。 

医療安全・感染対策のゆるみが出ている部分もあったため、改めて気を付ける必要があることを実感

することができました。 

1

2

2

2

0

0

0

0

0

0 1 2 3

プログラムが充実していたから

参加者とコミュニケーションをとれたから

基本的なことをしっかりと学べたから

医療安全・感染対策を学ぶ機会がないから

内容が難しかったから

時間が足りなかったから

スタッフの対応が悪かったから

期待した内容と違っていたから

その他

8-2.なぜそう思いましたか。（複数回答可）
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（７）研修風景 

      

                        

                       

       

             

 

講義 1 講義 2 

手指消毒演習と個人防護具着脱演習 
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第２回 チェアーサイドにおける立ち合いの所作 

担当：天池(歯科衛生士、教員)、高橋(歯科衛生士、教員) 

 

（１）目 的 

患者と直接対面する場面のロールプレイングを行い、患者対応を習得する。本研修の目

的は、歯科チーム医療の一員としてチェアーサイドで歯科技工士として役立つための知識

と技術を養うことである。  

 

（２）実施内容 

本研修の受講者数は 5名で、研修場所は、歯科衛生士学科の実験室で講義を行い、実習で

は基礎実習室で演習・実習をおこなった。講義 1の内容は、医療人としての心構え、患者誘

導や患者対応の注意点・特別な配慮の必要な患者の対応、歯科用ユニットに関する基礎知識

について質疑応答を行いながら実施した。実習 1の内容は、診療室での患者誘導の基本と歯

科用ユニットの操作方法、医療面接時の体制、滅菌器具の取り扱いの一連の実習と患者体験

を行った。実習 2の内容は車イスの取り扱い、移乗方法について実習を行った。 

 

（３）評 価 

研修後のアンケートでは、患者対応について以前学んだことがある者が 3名，学んだこ

とがない者が 2名だった．「歯科技工を行う上で患者対応の知識の大切さの理解」につい

ては全員が良く理解できたと回答した．ユニットや車いすを使用した実習は全員から良か

ったとの回答を得た。またグループワークを行うことで他の参加者とコミュニケーション

をとることができた。 

自由記載では「歯科用語について知りたい」「技工室の中の作業だけではこの先、仕事

がなくなる。もっと勉強ができればいい」など医療人として知識を広げていきたい様子が

伺えた。 

 本研修において、歯科診療室内の仕組みを知ることにより、歯科医療スタッフの一員

としての自覚、再認識をすることができたと思われる。 

 

（４）研修実施報告 

受講者は５名で、勤務先は歯科技工所や歯科診療所，養成機関など様々であった。勤務年

数は 1年未満の者が 2名で， 10年以上が 2名だった．  

歯科技工士は近年，歯科技工室内での作業にとどまらず，歯科医療チームの一員として患

者や他職種と協調して歯科診療室や介護施設などでの活躍の場が広がってきている。その

ため歯科診療室内における患者誘導や患者対応の注意点・特別な配慮の必要な患者対応、歯

科用ユニットに関する基礎知識について講義を行った。 

また立ち合いするにあたり、目的や身だしなみ、患者さんに自分の役割と立場を説明する
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ことや、必要な情報を過不足なく伝える等の診療時の立ち合いのポイント等を解説した。歯

科用ユニットに関する内容では、ユニットの構造、患者・補助者・術者のポジショニング、

患者誘導から患者退室の流れを解説し、立ち合いをする際に知っておきたい基本的な動作

の解説を行った。また、健常者の対応だけではなく、特別な配慮が必要な患者対応として、

小児・高齢者・車いすの患者・視覚・聴覚障害のある患者に対する対応の説明も行った。そ

の他、妊婦に対し歯科診療時に配慮することなどの説明を行った。 

実習 1は、歯科用ユニットの基本操作ならびに患者誘導を実施した。患者誘導では自身も

患者を体験し，声掛けや目線などの配慮について学んだ。実習 2では、車いすの基本的構造

や操作方法について習得した後、車いすからユニットへ移乗の介助についてマネキンを使

用し実習を行った。 

  

[受講者の属性とアンケート結果は p.66～69、研修風景は p.70、講義資料（スライド）は

p.71～74 を参照] 
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（５）受講者の概要 

  

 

受講者人数は 5名であった。

 

男性

40.0%

女性

60.0%

受講者の性別

1年未満

40.0%

1年～2年

未満

20.0%

10年以上

40.0%

受講者の勤務年数

20代

40.0%

30代

20.0%

50代

20.0%

60代

20.0%

受講者の年代

歯科技工所

20.0%

歯科診

療所

20.0%

歯科技工士養成機関

20.0%

その他

40.0%

受講者の勤務先
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（６）研修後アンケート結果 

歯科技工士のためのチェアーサイド研修 第 2回目 

「チェアーサイドにおける立ち会いの所作」参加者アンケート集計結果 

2024.11.17／明倫短期大学／参加者 5名 

 

 

 

 

 

3

0

2

0 2 4

講習会等で学んだことがある

独学で学んだことがある

学んだことがない

1.本研修の受講前に、患者対応について

学んだことがありましたか。

5

0

0

0

0 2 4 6

よく理解できた

ある程度理解できた

あまり理解できなかった

まったく理解できなかった

2.歯科技工を行う上で、患者対応の知

識が大切であることを理解できました

か。

4

1

0

0

0 2 4 6

とても身に付いた

少し身に付いた

あまり身に付かなかった

まったく身に付かな…

3.患者対応の技術が身に付きました

か。

3

2

0

0

0 2 4

実感した

少し実感した

あまり実感しなかった

何も実感しなかった

4.歯科技工士が歯科の臨床に関わって

いることを実感しましたか。

3

2

0

0 2 4

見出した

少し見出した

全く見出さなかった

5.歯科技工士の仕事に対する新たなや

りがいを見出しましたか。

4

1

0

0

0 2 4 6

とても役立つ

ある程度役立つ

あまり役立たない

全く役立たない

6. 今日の経験と得られた知識は、明日

からの仕事に役立ちますか。
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問 7-2.それぞれのプログラムについて、ご意見がありましたらお願いします。 

記入なし 

4

1

0

5

0

0

5

0

0

0 2 4 6

◎良かった

○まあまあ

△ あまり

7. 今日のプログラムそれぞれについて、良かったものに◎、まあまあよかったも

のに○、あまりよくなかったものに△をつけてください。

講義１

実習１

実習２

5

0

0

0

0 2 4 6

とてもそう思う

まあまあそう思う

あまり思わない

全く思わない

8-1. 今日のプログラムを同僚や知人の

歯科技工士にも勧めたいと思います

か。
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問 9.今回の研修プログラムについてご意見がありましたらご自由にお書きください。 

歯科用語について歯科技工士さんに知っていてほしいものなど。 

車いすはほぼ使ったことがなかったので勉強になりました。もっと勉強できればいいなと思った。 

技工室の中だけで作業してたらこの先仕事がなくなると思う・・・。 

3

3

4

4

0

0

0

0

0

0 2 4 6

プログラムが充実していたから

参加者とコミュニケーションをとれたから

基本的なことをしっかりと学べたから

医療安全・感染対策を学ぶ機会がないから

内容が難しかったから

時間が足りなかったから

スタッフの対応が悪かったから

期待した内容と違っていたから

その他

8-2. なぜそう思いましたか。（複数回答可）。
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（７）研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義１ 歯科用語の解説 

実習１ ユニット操作法・患者体験 実習２ 車イス操作法・患者体験 
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第３回 歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修  

講師 濵田 英美（Yumi Dental Office） 

飛田（歯科技工士、教員） 

 

（１）目 的 

歯科技工士の多くは歯科技工所に勤務するため、普段チーム医療の一員として臨床現場

に臨む機会は少ないといえる。しかし、実際歯科技工士がチェアーサイドに立つ機会は存在

し、立ち会いは歯科技工士が歯科補綴装置を製作する上で重要な情報を得るための有用な

行為である。 

歯科技工士は歯科補綴装置を製作する専門職だからこそ、チェアーサイドで患者に寄り

添うことで様々な悩みや要求を製作する装置に反映することができる。 

本研修は歯科技工士が患者に対し歯科補綴装置に関するコンサルテーションを積極的に

実践する外部講師を迎え、歯科技工士がどのように診療に関わり、患者が安心して歯科補綴

装置を選択するための基準をどのように分かりやすく説明するか、その基本的考え方と手

法について学ぶことを目的とする。 

 

（２）実施内容 

①講義 

  歯科医院において患者がより高い満足度を得るためには、歯科技工士による患者への 

コンサルテーションが大きなメリットとなる。具体的にコンサルテーションに求められ 

る資質として、①信頼される対人能力②優れたコミュニケーション能力③洗練され 

た医療接遇マナー④プレゼンテーション能力について解説した。 

 また、講師が勤務する歯科医院において歯科技工士の本来の業務とコンサルテーショ 

ンの重要性と実際について発表した。 

②ロールプレイング 

  講師が用意したマテリアル比較表と装置の種類比較表を使用して、3人 1グループで歯 

科技工士役、患者役、観察者役を決めロールプレイングを実施した。 

③フィードバック 

  各グループ間でディスカッションをした後、全体会で代表のグループより発表しても 

らい、講師から講評を受けながら受講者全体で共有した。 

 

（３）評 価 

 今回の研修後アンケートを集計した結果、受講者数 31 名中 29 名から回答を得た。本研

修受講前に自らチェアーサイドに向かい自ら製作した歯科補綴装置について患者に説明し

たことがあるかは、あるが 18 名（62％）、ないが 9 名（31％）、無回答が 2 名（7％）だっ

た。本研修で歯科技工士が歯科治療の中でコンサルテーションを担うことの有効性を実感
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したかは、実感したが 23名（79％）、少し実感したが 5名（17％）、あまり実感しなかった

が 1名（3％）だった。歯科技工士の仕事に対する新たなやりがいを見出したかは、見出し

たが 20名（69％）、少し見出したが 7名（24％）、無回答が 2名（7％）だった。今後歯科医

院や歯科技工所で歯科技工士としてコンサルテーションを実践したいと感じたかは、とて

も感じたが 13名（45％）、ある程度感じたが 13名（45％）、あまり感じないが 2名（7％）、

無回答が 1名（3％）だった。 

 本研修に対して以下の意見を得た。①自分のやりたいことの目標が見つかった。②コンサ

ルテーションをするイメージが湧いたのでよかった。③たくさんの立場の方が一堂に会し

たことは新鮮だった④再度の研修を希望します。⑤話し方、こころのケアまで丁寧に教えて

もらった。⑥歯科技工士の新たな道について考えさせられた。⑦歯科医師、高校の進路指導

の先生方にも聞いてほしかった。 

以上の回答から、受講者は歯科技工士の新たな活躍の場を改めて考える機会になったと

感じられた。勤務体系が歯科技工所、歯科医院に囚われることなく歯科医療チームの一員で

あるからには、患者さんや歯科医師、歯科衛生士とコミュニケーションを図る必要がある。

相互の信頼関係のもとで歯科医療が行われることが、患者満足度の向上につながり、歯科技

工士としてのやりがいを大いに実感することができるだろう。本研修が受講者にとって歯

科技工士の新たな活躍の場を再考させ、患者中心の歯科医療に参画することの重要性とや

りがいを再発見できたものと推察される。 

 

（４）今後の展望 

歯科技工士が患者に対し、歯科補綴装置に関するコンサルテーションを行う環境はまだ

少ないと想像する。しかし、歯科技工士が持つべき能力を拡張し、歯科医療の現場で活用す

ることは、歯科技工士の業務拡大に繋がる。歯科技工士には様々な働き方があってしかるべ

きであり、対人能力やコミュニケーション能力等に長けた人材を育成し社会へ送り出すこ

とも必要である。今後は選択科目でよいので歯科技工士教育にコミュニケーション能力や

コンサルテーション能力を育むカリキュラムを導入してもよいと考える。そのためにも本

研修が一過性ではなく、歯科医療界に広く理解されるなか多くの場面で継続的に実施され

ることを期待する。 

------------------------------------------------------------------------------- 

歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修 

E-learningコンテンツ 

https://www.youtube.com/watch?v=DHkilTzXDXg 

 

------------------------------------------------------------------------------- 

[受講者の属性とアンケート結果は p.77～81、研修風景は p.82を参照] 
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（５）受講者の概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者人数は 31名であった

男性

54.8%

女性

45.2%

受講者の性別

1年未満

25.0%

1年～2

年未満

15.6%

3年～5

年未満

6.3%

5年～10

年未満

15.6%

10年以上

28.1%

回答無

9.4%

受講者の勤務年数

10代

3.2%

20代

19.4%

30代

19.4%

40代

6.5%

50代

32.3%

60代

3.2%

70代

6.5%

回答無

9.7%

受講者の年代

歯科技工所

15.6%

歯科診療所

21.9%

歯科技工士養成

機関

31.3%

その他

31.3%

受講者の勤務先
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（６）研修後アンケート結果 

歯科技工士のためのチェアーサイド研修 第 3回目 

「歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修」参加者アンケート集計結果 

2024.11.17／明倫短期大学／参加者 31名 （回答者 29名） 

 

 

 

 

 

 

 

問 1-3.で「その他」を回答した方の理由。 

行っている業務内容が立ち会う内容ではない。 

まだ就業していないため。 

今後導入したい。 

18

9

0 10 20

ある

ない

1.本研修の受講前に、チェアサイドに出向いて

自分が製作した技工装置の立ち合いに出向いて

自分が制作した歯科技工装置の立ち合い

（シェードテイキング以外も）や患者に歯科補

綴装置の説明をしたことがありますか。
1

12

6

0

0 10 20

積極的にとった

ある程度とった

あまりとらなかった

全くとらなかった

1-2.問1で「ある」と回答した方に伺いま

す。その際患者とコミュニケーションを

とりましたか。

0

2

0

0

8

0 5 10

時間がない

職場に立ち会うシステムがない

行きたくない

必要性を感じない

その他

1-3. 「ない」と回答した方に伺います。立ち会ったことがない理由は何ですか。
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問 2.で「その他」を選択した方の理由。 

歯科技工士としてのスキルアップにつながる 

23

18

13

14

15

1

0 10 20 30

患者に安心感を与える

医療従事者としての自覚

歯科技工装置の製作意欲向上

歯科医師や歯科衛生士の信用を得る

患者情報の取得

その他

2.歯科技工士がコンサルテーションを行う効果には何があると思いますか。（複数

回答可）

20

7

0

0 10 20 30

見出した

少し見出した

全く見出さなかった

4.歯科技工士の仕事に対する新たなや

りがいを見出しましたか。

23

5

1

0

0 10 20 30

実感した

少し実感した

あまり実感しなかった

全く実感しなかった

3.本研修で歯科技工士が歯科治療の中で

コンサルテーションを担うことの有効

性を実感しましたか。

13

13

2

0

0 10 20

とても感じた

ある程度感じた

あまり感じない

全く感じない

5.今後歯科医院や歯科技工所で歯科技

工士としてコンサルテーションを実践

したいと感じましたか。
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問 6-2. それぞれのプログラムについて、ご意見がありましたらお願いします。 

ロールプレイングは難しかったが、実際に聞くだけでは実感できないことを多く学ぶ機会に

なった。 

ロールプレイングが面白かったから。 

ロールプレイングの際に各役割のガイドラインをもう少し示していただいたらよかったと思

いますが、ロールプレイングをやったこと自体はよい研修になったと思います。 

ロールプレイングはある意味新鮮でした。 

歯科技工士さんの実体験からの講演でしたので大変説得力がありました。 

20

6

0

21

4

0

12

11

2

0 10 20 30

◎良かった

○まあまあ

△ あまり

6. 今日のプログラムそれぞれについて、良かったものに◎、まあまあよかったもの

に○、あまりよくなかったものに△をつけてください。

講義１

講義2

ロールプレイング

21

7

1

0

0 10 20 30

とてもそう思う

まあまあそう思う

あまり思わない

全く思わない

7. 今日のプログラムを同僚や知人の歯科

技工士にも勧めたいと思いますか。
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8. 今回の研修プログラムについてご意見がありましたらご自由にお書きください。 

自分のやりたいことの目標が見つかった。もっと勉強頑張りたい。コミュニケーション力をつけるこ

とをしていきたい。 

コンサルをするイメージが沸いたので良かったです。 

お忙しい中ありがとうございました！勉強になりました。 

たくさんの立場の方が一度に同じ講義を聞かれるのは新鮮でした。 

再度の研修を。 

大変有為なプログラムでした。ありがとうございました。 

DTのクリニカルコーディネーターを採用している歯科医院経営者のお話を聞きたいです。 

私自身も濱田先生のクリニックへ診療に伺いたくなるような内容でした。 

患者さん目線としては、今後こういったクリニックが増えると良いと思います。 

とてもいい研修でした。また新潟へいらしてください。 

貴重なご講演と研修が出来ました。ありがとうございました。 

話し方、心のケアまでていねいに教えて頂きました。ありがとうございました。 

女性の仕事としての技工士さんは、温かな気配りができる点でとてもよいと思いました。（コンサル

ティングなど） 

歯科技工士の新たな道について考えさせられました。 

大変よいプログラムでした。ありがとうございました。歯科医師、高校の進路指導の先生方にもお話

して頂きたかったです。 

17

5

21

0

1

0

0

1

0

0 10 20 30

プログラムが充実していたから

参加者とコミュニケーションをとれたから

普段経験できないことを学べたから

シェードテイキングをする機会がないから

内容が難しかったから

時間が足りなかったから

スタッフの対応が悪かったから

期待した内容と違っていたから

その他

7-2. なぜそう思いましたか。（複数回答可）

81



   

（７）研修風景 

講演風景その 1              講演風景その 2 

ロールプレイング・その 1        ロールプレイング・その 2 

ロールプレイング・その 3                ディスカッション・その 1 

ディスカッション・その 2           受講者全員の集合写真 
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第４回 歯科医師とのコミュニケーション研修 

担当 田中(歯科医師、教員)、五味（本学非常勤講師）、小林(本事業専任指導員） 

 

（１）目 的 

歯科技工士が、日常業務の中で歯科医師とのコミュニケーションに困難を感じることが

あるとの実態を踏まえ、本研修では歯科技工士が歯科医師と対等かつ円滑にコミュニケー

ションをとるための方法について学ぶ。また、実際にありうる事例に対してグループで対

処法を考えることで、今後の歯科医師とのコミュニケーションに役立て、歯科技工士のや

りがいの喪失防止に貢献することを目的とした。 

また事前調査により、歯科技工士が歯科医師とコミュニケーションを行う上で、X線写真

の読影に関する知識を必要としていることがわかったため、歯科用 X 線写真の読影に関す

る講義を行った。 

 

（２）実施内容 

 本研修は、本学第二会議室で実施した。受講者は 5 名で、これまでに歯科医師とのコミ

ュニケーションを学んだことがある方が 2名、学んだことがない方が 3名であった。 

最初に「円滑なコミュニケーションとは」と題した一般的な社会人としてのコミュニケ

ーション術の講義１を行い、実際に上司と部下の間のコミュニケーション事例をグループ

ワークで考えてもらった。続いて、歯科技工士が歯科医師とのコミュニケーションをする

上で知識として備えておくべき「レントゲン写真読影」の講義２を行った。 

次に、歯科技工士と歯科医師の間で実際に起こりえるシーンを提示し、受講者を 3 グル

ープに分けて、それぞれのシーンに遭遇した場合にどのように対応したらよいかをディス

カッションをしてもらった。発表は歯科医師（田中、小林）と受講者のロールプレイング

形式で行った。各グループからオリジナリティにあふれた案が提示され、お互いにアイ 

ディアを共有している様子も認められた。 

提示した例題シーンとシーン 1、２，３を以下に示す。 

例題シーン：レントゲン写真所見から咬合接触について問い合わせるとき 

歯科医師から②１|①前装金属冠ブリッジの技工指示が出され、製作を開始した。マージ

ンや支台歯形成に問題はない。しかし、レントゲン写真を見たところ、②|の歯槽骨吸収が

進んでいるようである。技工指示書には、咬合接触に関する指示が記載されていない。 

このような場合、歯科医師にどのように提案しますか？ 

シーン１：マージンの印象が不鮮明で支台歯形成量も不足しているため再形成・再印象を依

頼するとき 

歯科医師から②１|①の前装金属冠ブリッジの模型を受け取ったが、マージンが不鮮明で

対合歯とのクリアランスも明らかに足りない。このままブリッジを製作しても、口腔内で適

合するとは思えないし、咬合調整をしているうちに穴があく可能性もある。歯科医師に支台
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歯をもう少し削ってから再印象をしてもらいたい。 

シーン２：短期間での納品を求められたとき 

歯科医院との間で、納期は最低でも平日に中４日とっていただくようにお願いしてきたが、

今回、中 3日で鋳造クラスプ付きの咬合床を納品するように依頼された。ちょうど祝日があ

るのでこなせないこともないが、祝日は家族と出かける予定を入れてしまった。せっかくの

祝日を仕事でつぶしたくない。でも、先生に逆らうと、もう仕事をもらえないかもしれない。 

シーン３：技工料金を安くするよう求められたとき 

初めて技工の依頼を受けた歯科医院に印象をうけとりに行った。下顎両側遊離端義歯の製

作依頼であったが、Ａ歯科技工所の料金表を見せられ、これと同じ料金で作ってもらいたい

と言われた。その料金はうちの技工所よりも 2割ほど安い料金であった。 

 

（３）評 価 

研修後アンケートでは「歯科医師とコミュニケーションをとるための新しいアイディア

を得ることができたか。」の問いに対し、5名中 4名が「できた」、1名が「ある程度できた」

と答えた。「歯科医師とのコミュニケーションに関する知識が大切であると感じたか。」に

ついては、5 名全員が「できた」と答えた。「歯科技工が歯科チーム医療に関わっているこ

とを実感したか。」についても 5 名全員が「実感した」と答えた。「歯科技工士の仕事に対

する新たなやりがいを見出したか。」の問いについては、「見出した」が 3名、「少し見出し

た」が 2 名であり、受講者全員が一定のやりがいを創出したことがうかがえた。また「今

日の経験と得られた知識は明日からの仕事に役立つか。」についても 3名が「とても役立つ」、

2名が「ある程度役立つ」と回答し、本研修が有意義であったことが示された。 

 受講者の個別の感想として、「歯科医師とのコミュニケーションについて学ぶことがなか

ったので、勉強になりました。」「グループワークがおもしろかったです。」「他の参加者と

コミュニケーションがとれ、色々な話を聞くことができたのが特によかったです。」「とて

もおもしろく体験させて頂きました。」「レントゲンはあまり見る機会がないが、今後役に

立つと思いました。」「レントゲン写真は見方がわからなかったので助かりました。」「デン

タル読影についても基本的なことが学べて良かったです。」「歯科医師と対等にコミュニケ

ーションを取るにはたくさんの知識が必要だと思いました。」などが得られた。 

以上のアンケート結果より、今年度は特にグループディスカッションの評価が高く、そ

れぞれが楽しく本研修に望んでいたことが示された。またレントゲン写真の読影も高く評

価され、今後、歯科技工士教育において必修項目にする必要があると考えられた。 

受講者は本研修を通じて、受講者は歯科医師とのコミュニケーションの大切さに気づく

とともに、コミュニケーションスキルを身につけることが重要であることを再認識した。

これにより歯科技工士の仕事に役立つ新しい知識を得たことは確実であり、それがやりが

い創出にもつながったと考えられ、本研修は当初の目的を果たすことができたといえる。 
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（４）研修実施報告 

 講義１：「アサーション」という相手のことを考えながらも対等にコミュニケーションを

行う手法について、実際の事例を提示しながら講義した。その後、上司と部下の間のコミ

ュニケーション事例を提示して、上司に対する部下の対応をグループワークで討議しても

らい、発表してもらった。 

講義２：歯科医師と治療方針に関するコミュニケーションをする際に、歯科技工士もレ

ントゲン写真やＣＴの知識が必要である。したがって、「歯科レントゲン写真の読影の基礎」

の講義を行った。 

続いて、歯科技工士と歯科医師の間で実際に起こりえる３つのシーンを提示し、受講者

を２グループに分けてグループディスカッションをしてもらった。ディスカッションでは、

自らの経験談などを交えながら活発に意見が交わされた。発表は歯科医師（田中、小林）

と受講者のロールプレイ形式で行った。各グループからそれぞれ違った観点の独創的な案

が提示され、お互いにアイディアを共有している様子も認められた。 

歯科技工士は歯科医師に対してものを言いにくい立場にあり、低姿勢に出すぎることが

ある。本研修を通じて、自身が高い技術をもって製作している歯科補綴装置の説明に当た

っては自信を持ち、歯科医師に対して“必要以上にこびたり低姿勢になることなく、対等

な立場で率直に実情を話せばよい”というアサーションの考え方を修得してもらえたと考

えている。 

 

[受講者の属性とアンケート結果は p.86～89、研修風景は p.90、講義資料（スライド）は

p.91～92 を参照] 
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（５）受講者の概要   

  

 

受講者人数は 5名であった。

 

男性

40.0%

女性

60.0%

受講者の性別

1年未満

60.0%
1年～2

年未満

20.0%

10年以上

20.0%

受講者の勤務年数

20代

40.0%

30代

40.0%

50代

20.0%

受講者の年代

歯科診療所

40.0%

歯科技工士

養成機関

40.0%

その他

20.0%

受講者の勤務先
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（６）研修後アンケート 

歯科技工士のためのチェアーサイド研修 第 4回目 

「歯科医師とのコミュニケーション研修」参加者アンケート集計結果 

2024.12.1／明倫短期大学／参加者 5名 

 

 

 

1

1

4

0 2 4 6

講習会等で学んだことがある

独学で学んだことがある

学んだことがない

1. 本研修の受講前に、歯科医師とのコ

ミュニケーションについて学んだことが

ありましたか。

4

1

0

0

0 2 4 6

できた

ある程度できた

あまりできなかった

全くできなかった

2. 歯科医師とコミュニケーションをと

るための新しいアイディアを得ること

ができましたか。

5

0

0

0

0 2 4 6

できた

ある程度できた

あまりできなかった

全くできなかった

3.歯科医師とのコミュニケーションに関

する知識が大切であると感じましたか。

5

0

0

0

0 2 4 6

実感した

少し実感した

あまり実感しなかった

全く実感しなかった

4. 歯科技工が歯科チーム医療に関わっ

ていることを実感しましたか。

3

2

0

0 2 4

見出した

少し見出した

全く見出さなかった

5.歯科技工士の仕事に対する新たなやり

がいを見出しましたか。

3

2

0

0

0 2 4

とても役立つ

ある程度役立つ

あまり役立たない

全く役立たない

6.今日の経験と得られた知識は、明日

からの仕事に役立ちますか。
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7-2．それぞれのプログラムについて、ご意見がありましたらお願いします。 

ためになり、楽しいプログラムでした。 

歯科医師とのコミュニケーションについて学ぶことがなかったので、勉強になりました。 

グループワーク面白かった。レントゲンはあまり見る機会がないが、今後役に立つと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

0

0

5

0

0

4

1

0

0 2 4 6

◎良かった

○まあまあ

△ あまり

7. 今日のプログラムそれぞれについて、良かったものに◎、まあまあよかったも

のに○、あまりよくなかったものに△をつけてください。

講義１（担当五味）

講義２（担当田中）

グループワーク

3

2

0

0

0 2 4

とてもそう思う

まあまあそう思う

あまり思わない

全く思わない

8-1. 今日のプログラムを同僚や知人の

歯科技工士にも勧めたいと思います

か。
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9.今回の研修プログラムについてご意見がありましたらご自由にお書きください。 

歯科医師と対等にコミュニケーションを取るにはたくさんの知識が必要だと思った。 

他の参加者とコミュニケーションが取れ、色々な話を聞くことができたのが特に良かったで

す。 

レントゲン写真は見方がわからなかったので助かりました。本日はお忙しい中ありがとうご

ざいました。 

歯科医師とのコミュニケーション法を今までに学ぶ機会がなかったため勉強になりました。 

デンタル読影についても基本的なことが学べて良かったです。 

とても面白く体験させて頂きました。 

 

2

4

4

5

0

1

0

0

0

0 2 4 6

プログラムが充実していたから

参加者とコミュニケーションをとれたから

基本的なことをしっかりと学べたから

歯科医師とのコミュニケーション法を学ぶ機会がない…

内容が難しかったから

時間が足りなかったから

スタッフの対応が悪かったから

期待した内容と違っていたから

その他

8-2. なぜそう思いましたか。（複数回答可）
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（７）研修風景  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループディスカッションと歯科医師とのロールプレイングの様子 

レントゲン写真読影の講義風景 
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歯科医療チーム
コミュニケーション研修
～円滑なコミュニケーションとは～

令和６年度歯科技工士の人材確保対策事業

明倫短期大学 非常勤講師

五味 由紀子

日時：令和6年12月1日(日) 13:00～16:00
会場：明倫短期大学

1 2

対等で率直、自分にも相手にも
誠実な、お互いを尊重する態度
⇒「アサーティブネス」

こうした態度に基づく表現スキル
⇒「アサーションスキル」

 自分も、相手も尊重・理解・配慮したうえで、
 自分の意見を適切な言い方で正直に伝える方法

アサーションスキル

3

① 自分さえよければよいという
攻撃的(アグレッシブ）

② 自分より相手を優先する
非主張的(ノンアサーティブ）

③ そのどちらでもなく自分も相手も
尊重する
主張的(アサーティブ）

相手に伝える３つの表現方法

4

Ｅさんは、人当たりのいい20代の女性です。
Ｅさんには、新人のころから、何かとお世話に
なっている先輩Ｍさんがいます。Ｍ先輩は最近
茶道に興味を持ち週一回お稽古に通っています。

そんなＭ先輩が、Ｅさんに、茶道はいいよ。
気持ちが凛とするし、立ち振る舞いがきれいに
なる。日本の伝統文化だし、習っておいて損は
ないよと、勧めてくるようになりました。

Ｅさんには、その気はないのですが、はっき
り断れないでいます。

こんな場合は ②

5

Ｅさんは、
「せっかく勧めてくれているのに、断ると
Ｍ先輩の気持ちを傷つけるかもしれない」

と悩んでいる。
これは「先輩の言うことは聞くべきだ」
「他人の気持ちを傷つけることは良くない」
という非合理的な思い込みと関係している。
Ｅさんは、Ｍ先輩を傷つけずにすむ方法の
ことばかり考えていて、自分の気持ちを
あまり意識していない。

なぜ、アサーティブになれないのか

6

Ｅさんは、自分の気持ちを整理してみた。

・茶道に全く興味がない
・別の習い事、英語を習いたい
・あまり勧められるから、興味がないと
言えない。言いづらい。

・Ｍ先輩の期待に添えなくて、つらい
・Ｍ先輩が自分のことを気にかけてくれ
て嬉しい

自分の気持ちを整理してみる
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歯科医師とのコミュニケーション

歯科医療コミュニケーション研修４

やりがい再発見！選べる技工プログラム 2024

2024 厚生労働省 歯科技工士の人材確保対策事業

田中みか子

明倫短期大学 歯科技工士学科

レントゲン写真読影入門

講義２

一般歯科診療で用いられている
レントゲン写真（X線写真）

➊デンタルX線写真
・小さいフイルム 1枚に歯が 3～4本分

・必要に応じて1枚～数枚 or  10枚法で全顎

・解像度は良好

➋ パノラマX線写真（パントモ、オルソ）
 ・１枚に下顎骨ごと全顎入っている。下顎管

・解像度は劣る 最近はCBCT(コーンビームCT）が普及

ゴーストイメージ（障害陰影）
頸椎、反対側の下顎枝や気道

椎
骨

気道

椎骨

Ｘ線写真読影の基本 黒色と白色

・Ｘ線が透過すると黒色：透過像

空気、軟組織（歯肉、粘膜）

・Ｘ線が透過しないと白色：不透過像

金属は真っ白

充填物やセメントは、製品によってまちまち

（成分に硫酸バリウム⇒X線不透過性）

・歯：部位によって白～グレー～黒

ミネラル量が多いものが白色

エナメル質 象牙質・歯槽骨 歯髄・歯根膜

の順に白色から黒色へ

咬合性外傷が疑われるときのX線所見

✓歯根膜腔の拡大
黒い線が太い

✓歯槽硬線の消失

✓歯槽骨の垂直性吸収

✓ 骨頂の歯槽硬線不明瞭

92



   

５）E-learning システムによるオンデマンド型映像研修 

担当：田村（大学事務局教務課）、小林（専任研修指導員） 

（１）目 的 

本研修の目的は、E-learning 学習支援システム及び映像コンテンツを整備することによ

り、受講者が時間と場所にとらわれることなく、働きながらでも自分のペースで歯科技工

プログラムを受講できる環境を構築することである。 

 

（２）実施内容 

令和 6 年 7 月以降、新規受講生の募集のため、フライヤーや本学ホームページなどで

E-learning を行うことを周知した。応募者には、本学ホームページの専用サイトより申し

込みをしてもらい、大学側でアカウントを作成後、E-learning システムにログインするた

めの IDやパスワードをメールで連絡した。 

令和 2～5年度に実施したプログラムの動画コンテンツに加え、令和 6年度に実地研修と

して実施したプログラムの内容を動画コンテンツとして 7 プログラム編集し、オンデマン

ド型の学習教材として E-learning のサイト上に設定した。E-learning の受講申込者は 89

名であった。 

 

（３）評 価 

申込者 89 名の居住地域は、新潟県内が 55 名、新潟県外が 34 名（北海道 1 名、山形県 1

名、茨城県 1 名、栃木県 2 名、群馬県 1 名、埼玉県 3 名、千葉県 3 名、東京都 5 名、愛知

県 2 名、三重県 1 名、大阪府 2 名、兵庫県 2 名、山口県 1 名、香川県 2 名、徳島県 1 名、

福岡県 4名、熊本県 1名、鹿児島県 1名）だった。申込者の概要を p.94に示す。申込者の

性別は、男性 74.5％、女性 24.5％の割合であった。申込者の年代は、10 代 13.5％、20 代

31.5%、30 代 13.5%、40 代 12.4%、50 代 21.3%、60 代 5.6%、70 代 2.2％となっており、幅

広い世代から受講申し込みがあった。 

E-learning について、令和 6 年度は受講生のアクセスのしやすさ、および負担軽減を目

的としてアンケートの回答を任意としたため、回答数が減少した。そこで、E-learning の

評価としては、過年度を含めた E-learningの研修後アンケートの結果をまとめて評価する

こととした。研修後アンケート結果を p.95に示す。コースを受講することで歯科技工士の

仕事に対する新たなやりがいを見出せたかについては、「見出した」が 45.5％、「少し見出

した」が 41.6％だった。E-learning のコンテンツから得られた経験と知識は明日からの仕

事に役立つかに対して、「とても役立つ」が 85.7%、「ある程度役立つ」が 28.6%だった。ま

た、E-learningのプログラムを同僚や知人の歯科技工士にも勧めたいと思うかに対しては、

「とてもそう思う」が 36.4％、「まあまあそう思う」が 55.8％と、多くの受講生がポジテ

ィブな答えを示した。これらの結果から、本 E-learningを受講して研修後アンケートまで

回答した受講生については、歯科技工士の仕事にやりがいを見出したものと考えられる。
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動画コンテンツの視聴回数については、令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 7 日の期間で合

計 747 回となっており、受講生 1 人あたり平均で約 8 コンテンツを視聴している。また、

令和 2 年の E-learning 開講から令和 7 年 3 月 7 日までの期間で 4,003 回となっており、

E-learning システムというクローズドな視聴環境ながらも、受講生の興味や学習意欲によ

り、多くのコンテンツが視聴されていると思われる。令和 2 年度から積み上げたコンテン

ツの数は合計で 84 となり、多様な研修内容を受講生に提供している。これらのことからも、

本 E-learningによる研修が、受講者にとって今後の歯科技工士としての業務に役立つもの

と考えられる。 

E-learnig についてはシステムの利便性の向上やアンケートの負担軽減を図ったことに

より、研修後アンケートの回答数が少なくなり、アンケート結果による評価が難しくなっ

てきている。より多くの歯科技工士に動画コンテンツを視聴してもらい、医療職としての

やりがいを再発見してもらえるよう、コンテンツの内容によって限定公開から一般公開に

シフトし、教材のオープンな提供について今後検討していきたい。 

 

[申込者の属性とアンケート結果は p.94～95、E-learningサイトの目次画面は p.96を参照] 

 

（４）申込者の概要 

n=89

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

74.5%

女性

24.5%

その他

1.2%

申込者の性別

10代

13.5%

20代

31.5%

30代

13.5%

40代

12.4%

50代

21.3%

60代

5.6%

70代

2.2%

申込者の年代
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（５）研修後アンケート結果（令和 2～6年度） 

n=77 
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（６）E-learning サイトの目次画 
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Program Ⅳ

Program Ⅱ

受講料無料! 選べる4+1つのプログラム! お申込み・
 プログラム日程は裏面へ

全部床義歯の診療見学と
技工技術研修

全部床義歯の咬合採得とゴシックアーチ
描記を見学するとともに、ゴシックアーチ描
記装置製作の技工技術を実習形式で学
びます。

Program Ⅲ

Program Ⅰ
介護保険施設等における
歯科訪問診療の実地見学
介護保険施設等で行う歯科訪問診療に
同行し、要介護高齢者への歯科治療や
口腔内クリーニングを見学します。

歯科技工士のための
チェアーサイド研修

歯科診療室での所作や感染予防対策を
学びます。歯科補綴装置に関するコンサ
ルテーションや、歯科医師とのコミュニ
ケーション法を習得します。

明倫デジタル技工カレッジ

口腔内スキャナーの保険導入に伴い、
チェアーサイドの光学印象を用いたワー
クフローとラボサイドのワークフローの相
違に適応する研修を実施します。

プログラムは明倫短期大学（新潟市西区真砂3‐16‐10）で行います（プログラム
2のみ、介護保険施設で行います）。明倫短期大学への移動やスケジュール調
整が困難な方は、E-learningシステムを用いて時間と場所にとらわれることなく、
自分のペースで本研修を受講することができます（要申込み）。

E-learning

ー厚生労働省 令和6年度 歯科技工士の人材確保対策事業ー
選べる歯科技工プログラム2024

やりがい再発見!!

+1



研修プログラム受講のため遠方から来られる方は、明倫短期大学敷地内にある「国際技術交流会館」に無料でご宿泊いただけます。
海まで徒歩5分という立地にあり、オーシャンビューも楽しめます。この機会に是非ご利用ください（定員有）。
※食事を希望される方は、別途食費が必要となります。（朝食：450円、昼食：550円、夕食：650円）

全部床義歯の診療見学と技工技術研修
全部床義歯の咬合採得とゴシックアーチ描記を見学するとともに、ゴシック
アーチ描記装置製作の技工技術を実習形式で学びます。

1 咬合採得の見学/GoA描記装置の製作
 ▷ 11月9日（土）

このプログラムは、歯科技工士の皆様が臨床に即した知識や最新の技術を修得することで、
歯科臨床の身近さや、歯科医療従事者としてのやりがいを再発見してもらうことを目的としています。

講座開催日3日前
までにお申込みください。

参加申込み
はこちら⇒

●お申込み後、3日以内に受付完了
メールをお送りいたします。

●ご提供いただきました個人情報につ
きましては、本研修の運営管理以外
の目的では利用いたしません。https://dt-program.meirin-c.ac.jp/

宿泊施設のご案内
（宿泊料無料・要事前申込）

こんな方にオススメ

□ 歯科診療の見学をしたい 
□ IOSによるデジタル技工を学びたい 
□ 歯科チーム医療コミュニケーションを学びたい
□ E-learningで学びたい

定員10名　全1回

プログラム❶

明倫デジタル技工カレッジ
チェアーサイドの光学印象を用いたワークフローとラボサイドのワークフローの
相違に適応する研修を実施します。

1 口腔内スキャナー＆CADコース
 ▷ 9月1日（日）、10月20日（日）

2 CAM＆フィッティングコース
 ▷ 9月29日（日）、11月10日（日）｠

各コース定員10名　各コース全２回

プログラム❸

介護保険施設等における歯科訪問診療の実地見学
介護保険施設等で行う歯科訪問診療に同行し、要介護高齢者への歯科治
療や口腔内クリーニングを見学します。

火曜日または水曜日の午後（申し込み順に日程調整を行います）

各回定員１～２名

プログラム❷

E-learningシステムによるオンデマンド型映像研修
明倫短期大学への移動やスケジュール調整が困難な方は、E-learningシス
テムを用いて時間と場所にとらわれることなく、自分のペースで本研修を受講
することができます。
令和2～5年度研修の映像コンテンツは先行配信していますので、すぐに視聴
することができます。今年度新たに行う研修については、12月中旬頃からの配
信を予定しています。

※実地研修のLIVE配信はありませんのでご注意ください。

歯科技工士のためのチェアーサイド研修
歯科診療室での所作や感染予防対策を学びます。歯科補綴装置に関する
コンサルテーションや、歯科医師とのコミュニケーション法を習得します。

1 歯科技工士が知るべき医療安全・感染対策講座
 ▷ 10月20日（日）

2 チェアーサイドにおける立ち合いの所作
 ▷ 11月17日（日）

3 歯科補綴装置に関するコンサルテーション研修
 ▷ 11月17日（日）

4 歯科医師とのコミュニケーション研修
 ▷ 12月1日（日）

各回定員20名

プログラム❹

ー厚生労働省 令和6年度 歯科技工士の人材確保対策事業ー
選べる歯科技工プログラム2024

やりがい再発見!!

主　催（お問い合わせ先）
新潟県新潟市西区真砂3丁目16番10号 
TEL 025-232-6351
MAIL manabi@meirin-c.ac.jp

※複数のプログラム、すべてのプログラムに参加されても構いません。
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やりがい再発見！！選べる歯科技工プログラム 2024 

研修前アンケート 

 

問 1．今回の研修プログラムを知ったきっかけは何ですか．（複数回答可） 

 １．フライヤー（チラシ）           ２．歯科技工士会広報誌      

 ３．歯科医師会配布資料等          ４．明倫短期大学 webサイト 

５．勤務先での紹介              ６．その他（                      ）              

 

問 2．今回の研修プログラムを受講した動機は何ですか．（複数回答可） 

 １．無料だったから             ２．オンライン受講が可能だったから 

 ３．勤務先の上司に勧められたから 

 ４．これまで経験したことのない技術を体験したかったから 

 ５．歯科診療（訪問歯科診療を含む）を実際に見たことがないから 

 ６．歯科診療時に，自分が製作した歯科技工装置がどのように扱われているか知りたかったから 

 ７．その他（                               ） 

 

問 3．今回の研修プログラムで興味があるのはどれですか． 

（複数回答可，あてはまるものに〇，最もあてはまるもの一つに◎を付けてください．） 

 １．全部床義歯の咬合採得・ゴシックアーチ（GoA）描記の診療見学と GoA 描記装置製作の技工技術研修 

 ２．介護保険施設等における歯科訪問診療の実地見学 

 ３．明倫デジタル技工カレッジ 

 ４．歯科技工士のためのチェアーサイド研修 

 

問 4．歯科技工士としての就業年数をお答えください．（一つ選択） 

１．1年未満  ２．1年～2年未満  ３．2年～3年未満 

４．3年～5年未満         ５．5年～10年未満  ６．10年以上 

 

問 5．職業として歯科技工士を選んだのはなぜですか． 

（複数回答可，あてはまるものに〇，最もあてはまるもの一つに◎を付けてください．） 

 １．安定収入      ２．国家資格の取得      ３．医療職     ４．独立開業できる 

 ５．物づくりが好きだから           ６．職業イメージが自分に合っていたから 

 ７．人との対面が少なく仕事に集中できる職業だと思った      

 ８．勧められたから（誰に勧められましたか・・・保護者，高校の教員，知人，その他（     ））       

 ９．その他（                            ） 
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問 6．就業場所をお選びください． 

 １．歯科技工所       ２．病院           ３．歯科診療所  

 ４．歯科関係企業      ５．歯科技工士養成機関    ６．その他（                ） 

 

問 7．現在の雇用形態をお選びください． 

 １．経営者   ２．正社員   ３．契約社員   

４．パートタイマー  ５．アルバイト   ６．その他（           ） 

 

問 8．現在の業務内容をお選びください． 

（複数回答可，あてはまるものに〇，最もあてはまるもの一つに◎を付けてください．） 

 １．有床義歯（スプリント PAP等を含む）   ２．クラウン・ブリッジ    ３．矯正技工  

 ４．インプラント関連補綴 

 ５．すべての製作過程に関わらず特定の製作過程のみに関わっている 

 ６．咬合床，個人トレー，テンポラリークラウン，模型等の中間技工物の製作 

 ７．歯科医院などへ歯科技工物を届けるなどの営業 

 ８．その他（                    ） 

 

問 9．一日あたりの就労時間をお選びください． 

 １．４時間未満           ２．４時間以上８時間未満 

 ３．８時間以上１０時間未満     ４．１０時間以上 

 ５．その他（                       ） 

 

問 10．歯科技工士としての業務内容に見合うと思う給与（月収）をお選びください． 

 １．20～30 万円未満    ２．30～40 万円未満    ３．40～50 万円未満  

 ４．50～60 万円未満    ５．60 万円以上 

 

問 11．現在の収入に満足していますか． 

 １．満足   ２．まあまあ満足   ３．やや不満   ４．不満    ５．収入なし 

 

問 12．現在の勤務先に CAD/CAM の機器はありますか． 

 １．CAD/CAM機器がある         ２．CAD装置 のみある         ３．ない 

 

問 13．従来の歯科技工操作と比較して，デジタル技工は面白そうだと思いますか． 

 １．そう思う  ２．ややそう思う  ３．あまりそう思わない  ４．全くそう思わない 
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問 14．歯科技工のデジタル化は歯科技工士の負担軽減に貢献していると思いますか．  

 １．そう思う        ２．あまりそう思わない       ３．わからない 

 

問 15．歯科技工士は歯科治療に関わる大切な職種だと思いますか． 

 １．そう思う  ２．ややそう思う  ３．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 

 

  問 15-2．なぜそう思いますか．理由をお聞かせください.（自由記載） 

 

 

 

問 16．歯科技工士の業務は歯科医師や歯科衛生士等と連携を図ることが必要だと思いますか． 

 １．はい                      2．いいえ 

 

問 16-2．問 16で「いいえ」と答えた方にお聞きします．なぜそう思いますか． 

 

 

 

問 17．一般の歯科診療や訪問歯科診療に立ち会ったことがありますか． 

 １．はい                      ２．いいえ      

 

問 18．現在，歯科技工士として働いていますか． 

 １．歯科技工士として働いている   

 ２．歯科に関係する場所で働いているが歯科技工操作はしていない 

 （歯科技工所の営業，歯科関係企業など） 

 ３．歯科技工とは関係のない仕事についている 

 ４．その他（                               ） 

 

問 18-2．問 18．で２，３に〇をつけた方にお聞きします．歯科技工業務を行ったことがありますか．  

 １．ある                          ２．ない 

 

ご協力いただきまして，ありがとうございました． 


